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■ ごあいさつ 

このたびは弊社製品 Qanat 2.0 をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。 

（以下、「Qanat 2.0」を「本製品」と呼び、ご説明して参ります。） 

本製品は、基幹系や情報系のデータベースにある様々なデータをフィルタ群やスクリプトを使って自由

に加工し、転送するデータ転送ツールです。 

本書は、基本的な操作方法、注意点などについて記載しております。ご使用の際にお読みください。 

なお、表示画面などは操作の一例として掲載しているものです。お客様のご使用環境によっては、画面

に表示される内容が異なる場合がありますので、ご了承ください。 

 

 

■ 版権／ご注意 

本書に記載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

本書の内容の一部または全部を無断で複写転載することを禁じます。 

本書に掲載の内容および製品の仕様などは、予告なく変更されることがあります。 

本書の内容は万全を期して作成しておりますが、万一ご不明な点や誤り、記載もれ、乱丁、 

落丁などお気づきの点がございましたら、弊社までご連絡ください。 

■ 本書の表記方法について 

 

ハードウェアやソフトウェアの損害やエラーの発生を防止するために、必

ず守ってください。 

 
特定のテーマに関する補足情報を記載しています。 

 

メニュー、アイコン、 

ボタン、ウィンドウ、 

タブ 

［］で囲んで表記します。 

（例）［OK］ボタンをクリックします。 

キーボード上のキー 
＜＞で囲んで表記します。 

（例）キーボードの＜Tab＞キーを押します。 

参照先 
章、節、項は『』、見出しは「」で囲んで表記します。 

（例）『2 章 1 ログインとログアウト』を参照してください。 
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 1 Qanat 2.0 

本製品は、データベースやファイルにある様々なデータをフィルタ群やスクリプトを使って自由に加工し、他

のデータベース・ファイルに転送するツールです。 

 

1.1.1 Qanat 2.0 とは 

・様々なデータをユーザーが管理・参照しやすいよう加工し、データベース・ファイルに転送するツー

ルです。 

営業日報
累積３万件

重点商品売上
５万件

重点顧客
５０社

本年度営業日報
６千件

販売管理システム

売上
累積５０万件

顧客
３千社

日報システム  

データ転送元とデータ転送先、その実行スケジュールを設定することで、データ転送が可能です。 

 

1.1.2 Qanat 2.0 を活用するメリット 

・データの収集時に、あらかじめ参照しやすい形で分類・結合して転送することにより、データ解析時

に極力計算処理を抑えることでき、業務効率を向上することができます。 

・これまで手作業で時間がかかっていた、異なる種類のデータを分析する為のデータ収集作業が効率化

できます！ 
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2 ユーザー 

本製品のユーザーは、以下の 3 種類に分けることができます。 

システム管理者 

定義設計者 

定義実行者 
 

システム管理者 

システム管理者は、本製品を扱う上で必要な各種権限の定義や、ユーザー管理を行います。 

ログイン権限の設定 

本製品へのログイン権限を設定します。 

ユーザーの追加と削除 

本製品を利用するユーザーの追加や削除を行います。 

各種権限の設定 

各データリソースを利用する権限など本製品を扱う中で様々な権限を設定します。 

 

定義設計者 

データ転送定義の作成 

転送元テーブル または 照会定義、転送先テーブル間のデータ転送方法を設定します。 

データ転送スケジュールの設定 

データ転送定義の実行タイミングをスケジューリングします。 

 

定義実行者 

設計されたデータ転送定義を実行し、データを加工、転送します。 
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 3 各種転送定義と Qanat 2.0 の関係 

システム管理者が作成する各種定義とデータ転送ツールの関係について、以下に示します。 

 

各種定義と各種ツールの関係 
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 4 運用の流れ 

本製品の運用の流れを以下に示します。 
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 1 共通操作 

ここでは、本製品へのログイン方法、ログアウト方法について説明します。また、ログインして最初に表示さ

れる初期画面についても説明します。なお、データ転送定義の作成には、CV 管理ツールも必要です。あらか

じめ導入しておいてください。 

 

2.1.1 ログイン 

本製品へのログインは、以下の手順で行います。 

1 ［スタート］メニューから［プログラム］－［Customer Vision］－［Qanat 2.0］ 

－［QanatClient］を選択します。 

 

       

データ転送ツールの選択 

または、デスクトップ上の以下のアイコンのダブルクリックで、ログイン画面が表示されます。 

 

データ転送ツールのアイコン 

 

2 ［サーバー］、［ユーザー］、［パスワード］を設定し、［ログイン］ボタンをクリックします。 

サーバー： ログインサーバー情報を入力します。 

Server 名 or IP アドレス:（コロン）ポート番号 

ユーザー： 登録されているユーザー名を半角英数字で入力します。 

パスワード： 登録されているパスワードを半角英数字で入力します。 

入力したパスワードは「＊」で表示されます。 
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 ログイン画面 

 

データ転送定義画面が表示されます。 

 

本製品にログインするためには、特別な設定が必要です。 

ログインできない場合は、管理者の方にご連絡ください。 
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2.1.2 初期画面 

本製品にログインすると、データ転送定義画面が表示されます。CV 管理で登録した、データベー

ス定義、スキーマ定義、メニュー定義を利用したデータ転送定義を作成することができます。 

左側にある「フォルダ選択」にて、「全ての一覧」を選択すると、全てのデータ転送定義一覧を

表示します。画面右側に「フォルダ」という列が表示され、各定義の保存先フォルダ情報を確認

することができます。左側の「フォルダ選択」にて、それぞれのフォルダを選択し、中身を表示

するときは、フォルダ情報は表示されません。 

 
データ転送定義画面（全ての一覧） 

 
データ転送定義画面（フォルダ選択時） 
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2.1.3 メニューバー 

メニューバーには［ファイル］、［編集］、［表示］、［ヘルプ］の 4 つのメニューが表示され

ます。操作中に、利用可能なメニューのみ、利用可能状態になります。 

 

メニューバー ファイルメニュー 

［ファイル］メニュー 

新規作成：  新規にマッパー定義、タスク定義、スクリプト定義を作成します。 

即時実行：  マッパー定義、タスク定義、スクリプト定義を実行します。 

再ログイン：  何らかの理由によりサーバとの接続が切断されたとき再ログインします。 

終了：  本製品からログアウトし、終了します。 

［編集］メニュー 

編集：  表示中の設定画面で選択した項目を変更します。 

削除：  表示中の設定画面で選択した項目を削除します。 

［表示］メニュー 

更新：  一覧に表示しているデータを最新状態に表示しなおします。 

一覧表示：  一覧に表示するデータの絞込みをします。 

簡易履歴：  選択された定義の直近の履歴情報のみ表示します。 

［ヘルプ］メニュー 

マニュアル： インターネット経由でデータ転送ツールの最新マニュアルを表示します。 

バージョン情報：本製品のバージョン情報を表示します。 
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2.1.4 機能メニュー 

機能メニューには［データ転送定義］、［スケジューラー］、［実行履歴］、［実行モニター］、

［デザイナー］の 5 つの機能メニューが表示されます。クリックすることにより、機能が切り替

えられます。利用可能な機能のみ、メニューが利用可能状態になります。 

 

［データ転送定義］機能 

データをどのように転送するかを設定するマッパー定義、スクリプト定義と、複数の転送

定義を実行順にまとめたタスク定義の管理ができます。 

［スケジューラー］機能 

作成した、データ転送定義の実行スケジュールを管理します。 

［実行履歴］機能 

スケジューラーにて実行、または、即時実行された履歴を参照することができます。 

［実行モニター］機能 

現在実行されている定義（スケジューラーによる起動・即時実行ともに）の一覧を表示し

ます。また、権限がある定義は、中止も可能です。 

［デザイナー］機能 

マッパー定義をグラフィカルに作成・編集できます。 
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2.1.5 終了 

本製品の終了は、以下のいずれかの方法で行います。 

メニューから［ファイル］－［終了］を選択する。 

画面右上の［×］ボタンをクリックする。 

 
終了メニュー 

2.1.6 再ログイン 

本製品を操作中に、何らかの理由によりサーバとの接続が切断されたとき、以下のようなエラーが表示

されることがあります。 

このような場合に、メニューより、再ログインを行うことにより、作業を継続できます。 

 

ログイン未エラー 

メニューから［ファイル］－［再ログイン］を選択する。 

 

再ログインメニュー 

パスワードのみ入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。 

 

再ログイン 
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2.1.7 マニュアル参照 

本製品のどの機能を利用しているときでも、メニューからマニュアル、バージョン情報の参照が可能で

す。 

 

ヘルプメニュー 

メニュー［ヘルプ］－［マニュアル］でマニュアルが参照可能です。 

 

 

メニュー［ヘルプ］－［チュートリアル］ではチュートリアルが参照可能です。 

 

 
マニュアル、チュートリアルの参照のためには、インターネット接続が必要です。 

 

 

メニュー［ヘルプ］－［バージョン情報］でバージョン情報が参照可能です。 

 

 

バージョン情報 
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 2 定義一覧 

ここでは、定義一覧画面の機能について説明します。 

保管されているデータ転送定義を管理できます。 

 

2.2.1 データ転送定義とは 

マッパー定義、スクリプト定義を作成すると、指定したデータベースのテーブルのデータやファイルリ

ソースのデータを別のテーブルやファイルリソースへ転送することができます。 

タスク定義を作成すると、複数のマッパー定義、スクリプト定義を任意の順序で実行することができま

す。 

 

2.2.2 メニューバー 

メニューバーには［ファイル］、［編集］、［表示］、［ヘルプ］の 4 つのメニューが表示され

ます。操作中に、利用可能なメニューのみ、利用可能状態になります。 

 

メニューバー ファイルメニュー 

［ファイル］メニュー 

新規作成：  新規にデータ転送定義を作成します。 

即時実行：  データ転送定義を実行します。 

再ログイン：  何らかの理由によりサーバとの接続が切断されたとき再ログインします。 

終了：  本製品からログアウトし、終了します。 

［編集］メニュー 

編集：  表示中の設定画面で選択した項目を変更します。 

削除：  表示中の設定画面で選択した項目を削除します。 

［表示］メニュー 

更新：  一覧に表示しているデータを最新状態に表示しなおします。 

一覧表示：  一覧に表示するデータの絞込みをします。 
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簡易履歴：  選択された定義の直近の履歴情報のみ表示します。 

［ヘルプ］メニュー 

マニュアル：  インターネット経由でデータ転送ツールの最新マニュアルを表示します。 

バージョン情報：本製品のバージョン情報を表示します。 

 

 

 

2.2.3 機能メニュー 

機能メニューには［データ転送定義］、［スケジューラー］、［実行履歴］、［実行モニター］、

［デザイナー］の 5 つの機能メニューが表示されます。クリックすることにより、機能が切り替

えられます。利用可能な機能のみ、メニューが利用可能状態になります。 

 

［データ転送定義］機能 

データをどのように転送するかを設定するマッパー定義・スクリプト定義と、複数の転送

定義を実行順にまとめたタスク定義の管理ができます。 

［スケジューラー］機能 

作成した、データ転送定義の実行スケジュールを管理します。 

［実行履歴］機能 

スケジューラーにて実行、または、即時実行された履歴を参照することができます。 

［実行モニター］機能 

現在実行されている定義（スケジューラーによる起動・即時実行ともに）の一覧を表示し

ます。また、権限がある定義は、中止も可能です。 

［デザイナー］機能 

マッパー定義・スクリプト定義を作成・編集できます。 
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2.2.4 データ転送定義画面について 

 
データ転送定義画面 

 

メニュー＆フォルダ一覧 使用可能なメニューとフォルダを表示します。 

全ての一覧     フォルダに関係なく、すべての定義を定義一覧に表示します。 

定義一覧     すべてのデータ転送定義を表示します。 

 マッパー定義アイコン 定義の種類がマッパーであることを示します。 

 タスクアイコン   定義の種類がタスクであることを示します。 

 スクリプト定義アイコン  定義の種類がスクリプトであることを示します。 

名称      保存時に設定した定義の名称 

作成日     定義を作成した日 

更新日     定義を更新した日 

コメント     定義に設定されたコメント（128 文字まで） 

フォルダ     定義が格納されているメニュー＆フォルダ情報 

定義検索     定義名の部分一致で使用権限があるすべての定義から検索し表示します。 
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2.2.5 利用可能メニュー 

ここでは、定義一覧で利用可能な定義一覧固有メニューを中心に記述します。 

 

定義一覧で何らかの定義が選択されているときのファイルメニュー 

 

新規作成 ：  定義の新規作成画面に遷移します。 

マッパー定義：  新規マッパー定義を作成するため、デザイナーに遷移します。 

スクリプト定義： 新規スクリプト定義を作成するため、デザイナーに遷移します。 

タスク定義：  新規タスク定義画面が表示されます。 

即時実行：  選択されているマッパー定義、スクリプト定義、タスク定義を実行します。 

再ログイン：  何らかの理由によりサーバーとの接続が切断されたとき再ログインします。 

終了：   本製品からログアウトし、終了します。 

 

 

定義一覧で何らかの定義が選択されているときの編集メニュー 

 

編集：  選択されている定義を編集可能な状態にします。 

削除：  選択されている定義を、削除確認画面表示後、削除します。 

 

定義一覧で何らかの定義が選択されているときの表示メニュー 

更新   一覧の更新をします。 
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一覧表示   一覧に表示している情報の制御を行います。 

マッパー定義 一覧にマッパー定義のみ表示します。 

スクリプト定義 一覧にスクリプト定義のみ表示します。 

タスク定義  一覧にタスク定義のみ表示します。 

すべて  一覧にマッパー定義・スクリプト定義・タスク定義すべてを表示します。 

簡易履歴  直近の履歴情報のみ表示します。 

 

ここからは、定義一覧領域で利用可能な右クリックで表示されるメニューについて記述します。 

 
定義一覧領域にて右クリックで表示されるメニュー 

新規作成  定義の新規作成ができます。（定義はフォルダの下のみ作成可能です。） 

 マッパー定義  新規マッパー定義を作成します。 

スクリプト定義  新規スクリプト定義を作成します。 

タスク定義   新規タスク定義を作成します。 

即時実行  定義を実行します。 

編集  マッパー or スクリプト or タスク定義を編集できる状態にします。 

削除  マッパー or スクリプト or タスク定義を削除します。 

更新  一覧の更新をします。 

一覧表示  一覧に表示している情報の制御を行います。 

マッパー定義 一覧にマッパー定義のみ表示します。 

スクリプト定義 一覧にスクリプト定義のみ表示します。 

タスク定義  一覧にタスク定義のみ表示します。 

すべて  一覧にすべてのデータ転送定義を表示します。 

簡易履歴   直近の履歴情報のみ表示します。 

 

  
定義に適切な権限がない場合は、編集・削除メニューが利用できなくなります。 



第 2 章 第 2 章 システムの概要 

 

19 

2.2.6 タスク定義設計画面 

フォルダを選択後、表示された一覧の右クリックメニュー － [新規作成] － [タスク定義]より、タスク定義

を作成することができます。 

 
タスクの新規作成 

1 マッパー定義を選択します。 

 
マッパーor スクリプト定義選択 

＜マッパー、スクリプト定義一覧＞  

タスクに含めることができるマッパー定義とスクリプト定義のリスト 

追加 マッパー定義一覧のマッパー定義 or スクリプト定義をタスク設定に追加しま 

す。 
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削除 タスク設定一覧のマッパー定義 or スクリプト定義をタスク設定から削除しま 

す。 

＜タスク設定一覧＞ タスクに含まれるマッパー定義 or スクリプト定義のリスト 

No     マッパー定義 or スクリプト定義の実行順番号 

名称    定義名 

出力リソース名 転送定義の出力先リソース名（データベース名、ファイルリソース） 

出力リソースタイプ 転送定義の出力先データタイプ（RDB、CSV 等） 

変数      タスクとマッパーor スクリプト間で定義変数の受け渡し設定を行いま

す。 

 

 ＜障害発生時＞ 

障害発生時の処理方法を指定します。 

 問題が発生した定義をスキップして、次の定義の実行を開始する。 

 問題が発生した定義を中止して、直ちにタスク定義を終了する。 

 

マッパー定義・スクリプト定義では、レコード単位でのエラー発生時にスキップ

するか、停止するかを設定できます。 

タスク定義では、“マッパー定義とその前後処理を一つの単位”としてエラー発

生時にスキップするか、停止するかを設定できます。１回でもスキップが行われた

場合、処理結果は警告となります。 

 

＜トランザクション＞  

出力リソース名が同じデータベースのときのみ利用可能です。 

定義の途中でエラーが発生したときに、データを元に戻すか、処理したところまでを反映する 

かを選択できます。 

 指定しない･･･ 処理したところまでを反映 

     照会定義に新旧のデータが混じる危険性があります。 

 

転送中も基本的に、照会定義によるデータの閲覧ができます。しかし、転送中の

新しいデータと、前回転送されたデータが混在して表示される危険性があります。 

 指定する･･･ データベースを実行前の状態に戻す 

     基本的に、データ転送中はデータを閲覧できません。 

 

転送中は、データベースの設定にもよりますが、基本的に照会定義による閲覧が

できません。しかし、転送中の中途半端なデータが照会されることはありません。 

 

 

出力するデータベースが異なる場合、出力先がファイルリソースの場合はトラン

ザクションの指定ができません。 
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＜タスク変数編集＞ 

タスクの定義変数を設定します。 
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2 保存先・タスク定義名を指定します。 

 
タスク保存 

名前は、64 文字までで指定してください。（半角全角混在でも 64 文字） 

定義を作成する権限があるフォルダにのみ保存できます。 

すでにある別の定義から、保存権限を有している定義への上書きも可能です。 

 

■ トランザクション設定の有効範囲について 

同じデータベースへの出力の場合のみ、タスクにて、マッパー定義間に渡るトランザクション設定が可

能です。タスクにて、トランザクションを指定したときは、マッパー定義で指定されたトランザクショ

ン設定は無視されます。 

 

 

トランザクション設定を”指定する”にすると、データベース サーバーのメ

モリを多く消費する可能性があります。 

テスト時に十分な考慮をお願いします。 

あまりにもメモリの消費量が多い場合には、対象件数を絞るような条件を

設定した定義を作成し、転送件数の制限をつける等の対策をお願いしま

す。 
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3 スケジューラー 

ここでは、スケジューラー画面の機能について説明します。 

データ転送処理の実行スケジュール設定を管理できます。 

 

2.3.1 スケジュールとは 

データ転送定義を自動的に実行できる機能です。 

スケジュール定義を作成すると、データ転送定義の実行を自動化することができます。 

 

2.3.2 スケジューラー画面について 

 
スケジューラー画面 

 

メニュー＆フォルダ一覧 使用可能なメニューとフォルダを表示します。 

すべての一覧   フォルダに関係なく、すべての定義を定義一覧に表示します。 

定義一覧    スケジュール設定した転送定義を表示します。 
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 スケジュールアイコン 定義の種類がスケジュールであることを表します。 

名称     保存時に設定したスケジュール設定名 

状態     現在このスケジュールが有効か無効かを表示します。停止 or 作動 

スケジュール情報  実行タイミングを表示します。 

実行する定義   スケジュールにより実行する定義を表示します。 

作成日     定義を作成した日 

更新日     定義を更新した日 

コメント    定義に設定されたコメント（128 文字まで） 

フォルダ    定義が格納されているメニュー＆フォルダ情報 

検索フィールドとボタン スケジュール名を入力し、部分一致で検索できます。 

 

2.3.3 利用可能メニュー 

ここでは、スケジューラーで利用可能なスケジューラー固有メニューを中心に記述します。 

 

 

定義一覧で何らかの定義が選択されているときのファイルメニュー 

 

新規作成 

 スケジュール  新規スケジュール設定をします。 

再ログイン  何らかの理由によりサーバーとの接続が切断されたとき再ログインしま

す。 

終了     本製品からログアウトし、終了します。 

 

 

定義一覧で何らかの定義が選択されているときの編集メニュー 

 

編集：   選択されているスケジュールを編集可能な状態にします。 
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削除：   選択されているスケジュールを削除確認画面表示後、削除します。 

 

 

定義一覧で何らかの定義が選択されているときの表示メニュー 

更新      一覧の更新をします。 

一覧表示    一覧に表示する情報を切り替えます。 

作動スケジュール  一覧に作動スケジュールのみ表示します。 

停止スケジュール  一覧に停止スケジュールのみ表示します。 

すべて     一覧に作動スケジュール・停止スケジュールの両方を表示します。 

簡易履歴    過去に実行された履歴情報のうち直近のデータのみ表示します。 

 

ここからは、定義一覧領域で利用可能な右クリックで表示されるメニューについて記述します。 

 
定義一覧領域にて右クリックで表示されるメニュー 

新規作成 

スケジュール   スケジュールを新規に作成します。 

編集      スケジュールを編集できる状態にします。 

削除      スケジュールを削除します。 

スイッチ → 起動   スケジュール設定を有効にします。 

スイッチ → 停止   スケジュール設定を無効にします。 

更新      一覧の更新をします。 

一覧表示    一覧に表示する情報を切り替えます。 

作動スケジュール  一覧に作動スケジュールのみ表示します。 

停止スケジュール  一覧に停止スケジュールのみ表示します。 
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すべて     一覧に作動スケジュール・停止スケジュールの両方を表示します。 

簡易履歴    過去に実行された履歴情報のうち直近のデータのみ表示します。 

 

2.3.4 スケジュール作成画面 

フォルダを選択後、表示された一覧の右クリックメニュー － [新規作成] － [スケジュール]より、ス

ケジュールを作成することができます。 

 
スケジュールの新規作成 

 

1 実行タイミングを設定します。 

 
スケジュール設定-実行タイプ 

実行タイミングを選択し、タイミングにあった値を設定します。 

「通知設定」ボタンを押すと、通知設定画面が開きます。 
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スケジュール設定-通知設定 

「実行結果を通知する」にチェックを入れ、通知条件、送信先メールアドレス、詳細ログを設定 

します。 

通知条件 

   成功   スケジュールが正常に終了したとき通知します。 

   警告   スケジュールが警告を伴って終了したとき通知します。 

   エラー  スケジュールが異常終了したとき通知します。 

   中止   スケジュールが中止されたときに通知します。 

送信先メールアドレス   

   通知メールを送信するメールアドレス。 

   カンマで区切ることで複数のアドレスを指定できます。 

詳細ログ エラー時の情報を出力したファイルです。（エラー時のみ作成されます。） 

   添付する・添付しない 通知メールに詳細ログファイルを添付するかの設定 

 

2 実行させたい転送定義を指定します。 

 
実行定義指定 

スケジュール設定により、実行させたい転送定義を選択します。 
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使用権限のない定義は表示されません。 

3 保存先・スケジュール名を指定します。 

 
スケジュール保存 
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 4 実行履歴 

ここでは、実行履歴画面の機能について説明します。 

データ転送処理の実行結果を参照できます。 

 

2.4.1 実行履歴とは 

転送定義を即時実行した場合、スケジューラーから自動実行した場合の実行結果のことです。 

 

2.4.2 実行履歴画面について 

 
実行履歴画面 

 

 
使用権限のある定義の実行履歴のみ一覧に表示されます。 
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【実行履歴一覧】 

名称   定義の名称 

トリガー 何から実行されたかを表します。スケジュール or 即時実行 

ユーザーID 即時実行の場合、実行したユーザーの ID。 

   スケジュールの場合はスケジュール作成者の ID。 

実行 ID  実行単位に振られる一意の番号 

開始日時 実行が開始された日時 

終了日時 実行が終了した日時 

状態  成功    何のエラーなく終了した場合 

  警告    何らかのエラーは発生したが、スキップ設定により 

  終了       最後まで実行され、終了した場合 

  エラー   何らかのエラーにより途中で停止して終了した場合 

  中止    明示的に中止ボタンで終了させられて途中で終了した場合 

  サーバーダウン  実行中にサーバーが停止し、途中で終了した場合 

【検索条件】 入力し、ログ検索ボタンをクリックすると、検索条件として有効になります。 

名称   スケジュール名 部分一致 

定義タイプ 定義の種別     マッパー定義・タスク定義 

トリガー 何から実行されたか    スケジュール・即時実行 

実行者 ID 定義を即時実行したユーザー・スケジュール定義の作成ユーザーのログイン ID 

開始日時 開始日時の範囲の始まりを検索条件として設定 

終了日時 開始日時の範囲の終わりを検索条件として設定 

状態   スケジュールの状態を検索条件として設定 

   （全て・成功・警告・エラー・中止・サーバーダウン） 

 

 
開始日時とは、実行が開始された日時情報のことです。 
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2.4.3 利用可能メニュー 

ここでは、実行履歴で利用可能な実行履歴固有メニューを中心に記述します。 

 

 

実行履歴一覧で何らかの定義が選択されているときの表示メニュー 

更新    一覧の表示を更新します。 

検索クリア  設定されている検索条件をクリアし、初期表示に戻します。 

    (検索条件指定時のみ利用可能) 

詳細表示  選択された定義の詳細実行履歴を表示します。 

 

ここからは、実行履歴一覧領域で利用可能な右クリックで表示されるメニューについて記述します。 

 

定義一覧領域にて右クリックで表示されるメニュー 

更新   一覧の表示を更新します。 

検索クリア 設定されている検索条件をクリアします。 

詳細表示 選択された定義の詳細実行履歴を表示します。 
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2.4.4 詳細表示画面 

一覧のメニューより、実行結果の詳細情報が閲覧できます。 

 

 
実行履歴詳細 

基本情報 実行履歴一覧に表示されている情報と同様の実行結果の概要を表示します。 

結果情報 スケジュールまたは即時実行で実行された、転送定義の実行状況を表示します。 

詳細情報 転送定義の実行時の詳細情報を表示します。 

Error 出力について  

 ・Mail に添付 

 ・サーバの directory を直接見る 

  デフォルト導入ドライブ：￥Program Files¥Customer Vision¥QanarSvr¥error¥実行

ID.err というファイルになります。 

 

 
付録に実行時に出現しやすいエラー情報があります。 
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 5 実行モニター 

2.5.1 実行中とは 

転送定義を即時実行した場合、スケジューラーから自動実行した場合の実行状態のことです。 

 

2.5.2 実行モニター画面について 

ここでは、実行モニター画面の機能について説明します。 

現在、実行中のデータ転送処理の実行状況を参照できます。自分で即時実行した定義、または、停止権限があ

る定義の場合は、中止ができます。 

 

 

実行モニター画面 

 

 
すべての実行中定義が一覧に表示されます。 

 

 

名称   マッパー定義名 または タスク名 

ユーザーID 実行を開始したユーザーID / スケジュールの場合はスケジュール設定ユーザー名 
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実行 ID  実行単位に振られる一意の番号 

開始日時 実行が開始された日時 

強制中止 即時実行の場合  自分が実行した処理のみ中止できます。 

    スケジュールの場合 定義に停止権限がある処理のみ中止できます。 

2.5.3 利用可能メニュー 

実行モニターで利用可能な実行モニター固有メニューはありません。実行中一覧領域で利用可能な右ク

リックで表示されるメニューについて記述します。 

 

定義一覧領域にて右クリックで表示されるメニュー 

更新    一覧の表示を更新します。 

中止    選択された定義を中止します。 

 

2.5.4 実行中定義の中止について 

中止ボタンをクリックすると、確認画面が出ます。 

 

確認画面にて、「中止」をクリックすると定義の実行を中止します。 

 

 

データは定義のオプション設定により、開始前の状態に戻ったり(トランザクショ

ン設定あり)、中止箇所まで反映されたり(トランザクション設定なし)します。 

 

実行履歴での状態の表示は「中止」になります。 
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2.5.5 リストの操作 

項目名をクリックすることにより、表示リストの並び替えが可能です。 

 
実行履歴一覧画面 

2.5.6 エラー 

正常な値の場合は、フォーカスが当たっている入力フィールド枠は水色です。 

入力値エラーの場合、枠が赤色でフィールドの横にエラーメッセージが表示されます。データ型が異な

る場合には入力できません。 

正常時    異常時 

    

 

また、何らかの処理時にエラーが発生した場合には、画面にエラー情報が表示されます。 

さらに、同様の方法で処理中等の現在の処理状況を表示することもあります。 

  

エラー情報      実行中処理状況表示 
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6 マッパー定義作成 

ここでは、デザイナー画面の機能について説明します。 

デザイナーでは、転送元から転送先への転送設定であるマッパー定義の作成ができます。 

 

2.6.1 マッパー定義とは 

データを転送する際の主要な設定のことです。 

転送元、転送先、転送するデータ、転送方法の情報を含みます。 

 

 

2.6.2 デザイナー画面について 

 

デザイナー画面 

左側の転送元テーブル（ファイル）のフィールドを右側の転送先テーブル（ファイル）のフィールドへ

Drag & Drop することにより、転送の設定ができ、線（フロー）が描画されます。 
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データ型が異なる場合は、確認画面表示後、自動で適切なデータ変換フィルタが配置されます。 

 

データ型自動変換ダイアログ 

フィルタの入力にフローをつなぎたい場合は、フィルタの上に転送元フィールドを Drag ＆ Drop するか、

フロー接続部に転送元フィールドを Drag ＆ Drop してください。 

 

フィルタ上に Drag ＆ Drop（上から順にフローが引かれます。） 

 

フロー接続部に Drag ＆ Drop（青くハイライトされている接続部にフローが引かれます。） 
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2.6.3 共通メニュー 

ここでは、デザイナーで利用可能なデザイナー固有メニューを中心に記述します。 

 

ファイル メニュー 

 

 

ファイル メニュー 

新規作成     

 マッパー定義  新規マッパー定義を作成します。 

 スクリプト定義 新規スクリプト定義を作成します。 

開く     既存のマッパー定義、スクリプト定義を編集するために開きます。 

上書き保存   既存のマッパー定義、スクリプト定義を同じ名前で保存します。 

名前を付けて保存  編集中のマッパー定義、スクリプト定義に名前を付けて(または変更し

て)保存します。 

即時実行   現在開いているマッパー定義、スクリプト定義を即時実行します。 

     

編集タブを閉じる  現在開いているマッパー定義、スクリプト定義を閉じます。 

 再ログイン  何らかの理由によりサーバーとの接続が切断されたとき再ログインしま

す。 

終了     本製品を終了します。 
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編集 メニュー 

 

 

編集 メニュー 

編集     デザイナーでは利用できません。 

削除     デザイナーでは利用できません。 

自動割当 順番  転送元と転送先が指定されているときに、上から順番に同じ型に対して、

    転送の線を自動で引きます。 

名前   転送元と転送先が指定されているときに、上から同じ名前、同じ型に対

して、転送の線を自動で引きます。 

転送オプション  マッパー定義、スクリプト定義の転送オプション指定画面を表示します。 

前後処理  データ転送を“実行する前”とデータ転送を“実行した後”の処理を指

定します。 

キャンバスをクリア 設定済の線とフィルタを一括削除します。 
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2.6.4 リソース選択 

 
 

データ転送元・転送先には RDB ファイルを選択できます。 

 

       

 

ファイル選択には CSV ファイル・XML ファイルがあります。 

 

2.6.5 RDB 選択 

データ転送元に RDB を選択します。 

 

          

          RDB 選択 
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転送元選択 

テーブル一覧  転送したいデータが格納されているテーブルを選択します。 

定義一覧  テーブルの代わりに WebReport 照会定義が利用できます。 

カラム一覧  テーブル一覧にて選択されたテーブル or WebReport 定義を表示します。 

 可   フィールドが転送対象として設定可能かどうかを表示します。 

 フィールド名 フィールド定義として保管されている表示名 

 型   データ型 

分離レベル  定義実行時の転送元の分離レベルを設定します。 

 
分離レベル 

指定しない   転送元データベースに指定された分離レベルを利用します。 

READ UNCOMMITED 読み取り用ロックを使用しません。 

READ COMMITTED  データ読み取り時に読み取り用ロックをかけます。 

REPEATABLE READ  トランザクションが終了する前に複数回読み込む場合でも、その間に 

他のトランザクションが実行されても影響がないようなロックをかけます。 

SERIALIZABLE   REPEATABLE READ に加え、トランザクション中は 

他のトランザクションからの行の追加もできないようなロックをかけます。 
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■分離レベルについて 

データ転送元の分離レベルの設定により、送信されるデータの”鮮度”が異なります。 

データ転送中にデータが変更される可能性がある or ない 

転送元データの更新を妨げる危険性が大きい or 小さい 

転送されるデータが全体として１時点のものである必要がある or ない 

の総合判断で設定を選択してください。 

 

 

データベースにより、サポートされない分離レベルもあります。詳細は、転送元

データベースの仕様を確認してください。 

お勧め設定 

 転送中に変更無 他アプリケーションの 

邪魔をしない 

データの１時点保障 

READ UNCOMMITTED ◎ ◎ × 

READ COMMITTED ○ △（一瞬邪魔をする） × 

REPEATABLE READ △(必要無) ×(終了するまで利用不可) ○ 

SERIALISABLE △(必要無) × ◎ 

 

データ転送先に RDB を選択します。 

 

 

 

テーブル一覧  データを転送したいテーブルを選択します 

カラム一覧   テーブル一覧にて選択されたテーブルのフィールド情報 

 可   フィールドが転送対象として設定可能かどうかを表示します。 

 フィールド名 フィールド定義として保管されている表示名 

 型   データ型 
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 転送モード  転送先への処理モードを選択します。 

 
転送モード 

インサート   データを追加だけします。キーの重複時にはエラーになります。 

アップデート   データを更新だけします。更新対象がない場合エラーになります。 

インサート/アップデート データをキーにより、追加または更新します。 

リプレース   データを全件削除後、追加します。 

 

アップデート、インサート/アップデート時にはキーを指定する必要があります。 

アップデートキーは、フィールドを選択状態にし、右クリックで表示されるメ

ニュー［更新キーに指定する］ にて設定可能です。 

 

更新キー指定メニュー 

 

 

転送モードの指定は、メニュー[編集]→[転送オプション]で設定変更できます。 

この画面では、問題発生時のスキップ設定、トランザクションも設定できます。 

※スキップを設定した場合は、問題が発生した場合にそのデータを無視するためエ

ラーとは判定されません。 

画面は入力リソースに RDB を選択した状態です。File リソースを選択した場合転

送モードは次のようになります。 

［上書き（ない場合新規）/上書き（ない場合エラー）/追加書き込み］ 
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2.6.6 RDB 作成・変更 

転送先テーブルをマッパー定義作成時に作成することもできます。 

 

 
権限の章に書いてある権限がユーザーに与えられている場合のみ利用可能です。 

スキーマに必要な権限があれば、データ転送先選択画面下部左の[新規作成]ボタンが利用可能になります。

以下の手順にて必要な項目を入力＆設定していくことにより、テーブル作成ができます。 

   

1 テーブル情報の設定 

転送先選択画面にて、作成したいスキーマを選択し、[新規作成]ボタンをクリックします。 

 

 
転送先選択 

 
新規テーブル作成 

 
転送先に指定可能なデータベースは Oracle、DB2(UDB)、SQL Server です。 
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実テーブル名 データベースに実際に作成されるテーブル名です。半角英数文字のみ有効 

    設定可能な実テーブル名の長さは、データベースの種類により異なります。 

表示テーブル名 本製品内で利用されるテーブル定義の表示用の名称です。 

コメント  テーブル定義のコメント（128 文字まで） 

2 フィールド情報の設定 

転送元のフィールドをドラッグし、転送先の“レコード”にドロップ 

 
デザイナー画面 

 

 
新規フィールド作成 

転送元のフィールドの情報が設定されている、新規フィールド作成画面が表示されます。 

何の変更の必要もなければ、「OK」ボタンをクリックすると、フィールド設定は完了です。 
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設定の変更が必要であれば、設定を変更してください。 

 

 

「データ型」について 

転送元データベースと転送先データベースの DBMS が異なる場合、データ型に互

換性がない場合があります。この場合は正しく情報が設定されませんので手動での

設定をお願いします。 

 

 

設定値について 

転送元データベースと転送先データベースの DBMS が異なる場合、フィールドの

設定値を利用可能な範囲で利用しますが、データベースの種類により設定可能な値

が異なるため、テーブルを作成するデータベースの上限値に制限されます。 

データ型を変更するなどの処理が必要になることがありますのでご注意ください。 

 

また、手動で設定することにより新たなフィールドを作成することも可能です。 

転送先のレコードをクリックし、右クリックメニューのフィールドの追加で何も設定されていないフィール

ドの追加画面が表示されます。 

 
レコードの右クリックメニュー 
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新規フィールド作成 

フィールドタイプ 本製品で利用可能 かつ データベースで利用可能なデータ型のリスト 

実フィールド名 テーブルに作成されるフィールド名(半角大文字英数と半角_のみ) 

    設定可能な実フィールド名の長さは、データベースの種類により異なります。 

表示フィールド名 本製品内で利用されるフィールド定義の表示用の名称です。 

文字列長  文字型の文字列長（DBMS の種類、データ型によりバイト or 文字数） 

桁数    数値データ型の全体の桁数 

小数桁数  数値データ型のうち尐数を格納可能な場合の尐数以下の桁数 

NULL 許可  NULL 値の格納が可能かどうか 

キー    作成されたテーブルの主キーかどうか（テーブル作成時のみ設定可能） 

コメント  フィールド定義のコメント（128 文字まで） 

 

3 テーブルの作成 

テーブル作成は、マッパー定義保管時に同時に行われます。 

エラーが発生時は、エラー情報が画面に表示されますので、内容の修正を行い、再度マッパー定義保管操作

を行ってください。 

 

4 テーブル作成後のフィールド情報の変更 

本製品で作成されたテーブルで実テーブル変更権限がある場合、テーブルに対する尐々の変更が可能です。

可能なことは以下の２点です。 

・新規フィールドの追加（すでにあるフィールドの下に作成されます） 

・文字列フィールドの文字列長の拡張 

フィールド情報変更の際も、マッパー定義保管時にテーブル変更操作を実行します。 
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2.6.7 RDB を利用したときの各種メニュー 

・転送元テーブル関連 

 

転送元テーブルを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

検索条件 

 

テーブル詳細表示 

・転送元レコード関連 

 

転送元レコードを選択時に右クリックで表示されるメニュー 
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フィールド一覧情報表示 

 

・転送元フィールド関連 

 

転送元フィールドを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

フィールド詳細表示 

・転送先リソース関連 

 

転送先 RDB を選択時に右クリックで表示されるメニュー 

転送先選択画面が表示されます。6.5 データ転送先選択に詳細がありますので参照ください。 
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・転送先テーブル関連 

 

転送先テーブルを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

テーブル詳細表示 

 

・転送先レコード関連 

 

転送先レコードを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

  

  

フィールドを追加する 
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フィールド一覧情報表示 

 

・転送先フィールド関連 

 

転送先フィールドを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

フィールド詳細表示 

 

・線関連 

 

 

線を選択時に右クリックで表示されるメニュー 

削除   結線を切断します。 
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・フィルタ関連 

 

フィルタを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

フィルタ プロパティ 

プロパティ表示  フィルタの設定画面を表示します。 

コピー    選択されているフィルタをコピーします。 

切り取り   選択されているフィルタを切り取ります。（後でペースト可能です） 

削除    選択されているフィルタを削除します。 

 

・何もないところで右クリックしたとき 

 

 直前の切り取り または コピーをしたフィルタを貼り付けます。 

 

テーブル作成機能で作成されたテーブルの場合は、フィールド作成系の機能も利用可能です。 

■テーブルの新規作成時(一度もマッパー定義を保存していないとき) 

・テーブルの新規作成時でレコード関連 

 

テーブルの新規作成時でレコードを選択時に右クリックで表示されるメニュー 
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新規フィールド追加 

 

・テーブルの新規作成時で作成されたフィールド関連 

 

 

テーブルの新規作成時で作成されたフィールドを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

新規フィールド編集 

 

■テーブル作成機能にて作成済テーブルのフィールドの場合(一度以上マッパー定義を保存した後) 
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テーブル作成機能にて作成済テーブルのフィールドを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

フィールド編集 

 

 

編集可能な項目はデータ型により異なります。 

文字型の文字列長が拡張できる場合があります。 

 

 

2.6.8 CSV ファイル選択 

CSV ファイルをデータ転送元に選択 

      

       CSV ファイル選択 

 

         

        転送元ファイル選択 
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■ファイル 

転送したいデータが格納されているファイルを選択します。 

■基本設定 

＜ファイル名＞ 

＜ファイル＞で指定したファイルの名称と、一部データをプレビュー表示します。 

＜ファイルの種類＞ 

＜ファイル＞で指定したフォルダのうち利用して表示するファイルの絞込みをします。絞込みにはワイ

ルドカードを利用します。CSV ファイル選択の場合“*.csv”と入力されています。 

＜文字コード＞ 

サーバーデフォルトコードとは、本製品サーバを導入した OS のデフォルトを意味します。 

＜ファイルの１行目をデータとして読み込む＞ 

画面例のようにチェックがない場合は、ファイルの 1 行目をタイトルとみなし、2 行目のデータから読

み込みが開始されます。 

 

■詳細設定 

       

       転送元選択―詳細設定 

 

＜データ区切り文字＞ 

  ファイル中の各データを区切る文字を指定します。基本設定タブのプレビュー表示を利用し、正しい区

切り文字を「カンマ/タブ/スペース」から選択するかまたは、入力し指定します。 

＜データ囲み文字＞ 

  ファイル中の各データを囲む文字を指定します。基本設定タブのプレビュー表示を利用し、正しい囲み

文字を「‘ / “ / なし」から選択するかまたは、入力し指定します。 
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CSV ファイルをデータ転送先に選択 

 

           転送先ファイル選択 

■ファイル 

データ転送先のファイルを指定します。 

■基本設定 

データ転送先のファイルを指定します。 

＜ファイルの種類＞ 

＜ファイル＞で指定したフォルダのうち利用して表示するファイルの絞込みをします。絞込みにはワイ

ルドカードを利用します。CSV ファイル選択の場合“*.csv”と入力されています。 

＜書き込み文字コード＞ 

サーバーデフォルトコードとは、本製品サーバを導入した OS のデフォルトを意味します。 

＜書き込み開始行にヘッダ情報を書き込む＞ 

書き込みを開始する際にヘッダ情報書き込みの有無を指定します。チェックを外すとヘッダ情報は書き

込まれません。ヘッダ情報には出力フィールドに指定した設定が使われます。 

＜転送モード＞ 

データ転送時の書き込み方法を指定します。 

・上書き（ない場合新規） ：既存データはクリアされ、転送されたデータで更新されます。ファイル

が見つからない場合は同名のファイルが作成されます。 

・上書き（ない場合エラー）：既存データはクリアされ、転送されたデータで更新されます。ファイル

が見つからない場合はエラー終了します。 

 ・追加書き込み       ：既存データの最後尾に追記されます。ファイルが見つからない場合は

同名のファイルが作成されます。 
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■詳細設定 

 

       

        転送先選択―詳細設定 

＜データ区切り文字＞ 

ファイル中の各データを区切る文字を指定します。区切り文字は「カンマ/タブ/スペース」から選択す

るかまたは、新たに入力し指定します。 

＜データ囲み文字＞ 

ファイル中の各データを囲む文字を指定します。囲み文字は「‘ / “ / なし」から選択するかまたは、

入力し指定します。 

＜改行コード＞ 

  ファイル中の各データ行の改行コードを指定します。「自動（サーバー依存）/CR+LF/CR/LF」から選

択します。 
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2.6.9 CSV ファイル作成 

ファイル作成機能を利用することで、新規に CSV ファイルを作成することができます。 

    

 

転送先に CSV ファイルが設定されている場合、出力先リソースの CSV ファイルを右クリックし[書き込

み設定変更]をクリックします。 

書き込み設定変更画面が表示されます。 

新たに作成したいファイル名を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

書き込み設定変更 

 

新たなファイル名の CSV ファイルが作成されます。 
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2.6.10 CSV ファイルを利用したときの各種メニュー 

 

・転送元ファイル関連 

 

転送元ファイルを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

ファイルプレビュー表示 

・転送元レコード関連 

 

転送元レコードを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

フィールドを追加 
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フィールド一覧情報 

 

・転送元フィールド関連 

 

転送元フィールドを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

フィールド編集 

 

 

フィールド削除 
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フィールド詳細 

 

 

・転送先テーブル関連 

 

転送先テーブルを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

書き込み設定変更 

 

 

ファイルプレビュー 
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テーブル詳細表示 

 

・転送先レコード関連 

 

転送先レコードを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

フィールドを追加 

 

 ファイルプレビュー 
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フィールド一覧情報表示 

 

・転送先フィールド関連 

 

転送先フィールドを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

フィールドを編集 

 

 

フィールドを削除 
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ファイルプレビュー 

 

 

フィールド詳細表示 
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2.6.11 XML ファイル選択 

XML ファイルをデータ転送元に選択 

 

          

       XML ファイル選択 

 

 

転送元ファイル選択 

■ファイル 

転送したいデータが格納されているファイルを選択します。 

■基本設定 

＜ファイル名＞ 

＜ファイル＞で指定したファイルの名称と、一部データをプレビュー表示します。 

＜ファイルの種類＞ 

＜ファイル＞で指定したフォルダのうち利用して表示するファイルの絞込みをします。絞込みにはワイ

ルドカードを利用します。XML ファイル選択の場合“*.xml ”と入力されています。 

＜読み込み文字コード＞ 

サーバーデフォルトコードとは、本製品サーバを導入した OS のデフォルトを意味します。 

＜XML 構造を取得する＞ 
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指定したファイルの XML 構造を取得します。 

■詳細設定 

         

         転送元―詳細設定 

  

＜要素の値のホワイトスペースを除去する＞ 

 要素中の文字列にが含まれるスペースやタブを削除します。 

 

 

XML ファイルをデータ転送先に選択 

 

 

転送先ファイル選択 

 

 

■ファイル 

データ転送先のファイルを指定します。 

■基本設定 
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データ転送先のファイルを指定します。 

＜ファイルの種類＞ 

＜ファイル＞で指定したフォルダのうち利用して表示するファイルの絞込みをします。絞込みにはワイ

ルドカードを利用します。XML ファイル選択の場合“*.xml ”と入力されています。 

＜書き込み文字コード＞ 

サーバーデフォルトコードとは、本製品サーバを導入した OS のデフォルトを意味します。 

＜XML 構造を取得する＞ 

 指定したファイルの XML 構造を取得します。 

＜転送モード＞ 

データ転送時の書き込み方法を指定します。 

・上書き（ない場合新規） ：既存データはクリアされ、転送されたデータで更新されます。ファイル

が見つからない場合は同名のファイルが作成されます。 

・上書き（ない場合エラー）：既存データはクリアされ、転送されたデータで更新されます。ファイル

が見つからない場合はエラー終了します。 

 

 

■詳細設定 

 

 

転送先―詳細設定 

＜書き込み時インデント処理を行う＞ 

 要素の先頭の字下げを行います。 
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2.6.12 XML ファイル作成 

 

ファイル作成機能を利用することで、新規に XML ファイルを作成することができます。 

    

    転送先 XML ファイルを右クリックで表示されるメニュー 

 

転送先に XML ファイルが設定されている場合、出力先リソースの XML ファイルを右クリックし[書き込

み設定変更]をクリックします。 

書き込み設定変更画面が表示されます。 

■基本設定 

 

新たに作成したいファイル名を入力し、書き込み文字コード、転送モードの設定をします。 

 

書き込み設定変更―基本設定 
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■詳細設定 

 

 

書き込み設定変更―詳細設定 

 

書き込み時インデント処理の有無を設定します。 

 

[OK]を押すと新たなファイル名の XML ファイルが作成されます。 
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2.6.13 XML ファイルを利用したときの各種メニュー 

 

・転送元ファイル関連 

 

転送元ファイルを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 

XML 構造の取得 

  

[XML 構造の取得]―[XML] 

  指定した XML ファイルから XML 構造を取得します。 

 

         XML 構造取得先指定（XML ファイル） 

 

[XML 構造の取得]―[DTD] 

  指定した DTD ファイルから XML 構造を取得します。 
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          XML 構造取得先指定（DTD ファイル） 

 

[ファイルプレビュー] 

  ファイルプレビューを表示します。 

               

          ファイルプレビュー 

 

[テーブル詳細表示] 

  テーブルの詳細を表示します。 

            

         テーブル詳細表示 
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・転送元レコード関連 

  

転送元レコードを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

  

             

フィールドを追加する 

 

[フィールドを追加する]―[名前空間] 

  入力した接頭辞の名前空間をフィールドに追加します。 

      

      フィールド追加―名前空間 
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[フィールドを追加する]―[属性] 

   入力した名前の属性をフィールドに追加します。 

 

フィールド追加―属性 

 

[フィールドを追加する]―[要素] 

  入力した名前の要素をフィールドに追加します。 

 

フィールド追加―要素 
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[フィールドを編集する] 

  選択したフィールドの名前を変更できます。 

 

フィールド編集 

 

[フィールドを削除する] 

  選択したフィールドを削除できます。 

 

[ファイルプレビュー] 

           

        ファイルプレビュー 
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[フィールド一覧情報表示] 

 

フィールド一覧情報表示 

 

 

 

・転送先ファイル関連 

 

転送先ファイルを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

 

 [書き込み設定変更] 

 ■基本設定 

新たに作成したいファイル名を入力し、書き込み文字コード、転送モードの設定をします。 

 

書き込み設定変更―基本設定 



第 2 章 第 2 章 システムの概要 

 

76 

■詳細設定 

 

  書き込み設定変更―詳細設定 

 

書き込み時インデント処理の有無を設定します。 

[OK]を押すと新たなファイル名の XML ファイルが作成されます。 

 

XML 構造の取得 

  

[XML 構造の取得]―[XML] 

  指定した XML ファイルから XML 構造を取得します。 

 

     XML 構造取得先指定（XML ファイル） 
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[XML 構造の取得]―[DTD] 

  指定した DTD ファイルから XML 構造を取得します。 

  

XML 構造取得先指定（DTD ファイル） 

 

[ファイルプレビュー] 

  ファイルプレビューを表示します。 

                      

          ファイルプレビュー 
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[テーブル詳細表示] 

  テーブルの詳細を表示します。 

            

         テーブル詳細表示 

 

 

・転送先レコード関連 

  

転送先レコードを選択時に右クリックで表示されるメニュー 

  

             

フィールドを追加する 
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[フィールドを追加する]―[名前空間] 

  入力した接頭辞の名前空間をフィールドに追加します。 

     

     フィールド追加―名前空間 

 

[フィールドを追加する]―[属性] 

   入力した名前の属性をフィールドに追加します。 

 

フィールド追加―属性 



第 2 章 第 2 章 システムの概要 

 

80 

[フィールドを追加する]―[要素] 

  入力した名前の要素をフィールドに追加します。 

 

フィールド追加―要素 

 

[フィールドを編集する] 

  選択したフィールドの名前を変更できます。 

 

フィールド編集 

 

[フィールドを削除する] 

  選択したフィールドを削除できます。 
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[ファイルプレビュー] 

             

         ファイルプレビュー 

 

[フィールド一覧情報表示] 

  

フィールド一覧情報表示 
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2.6.14 XML ファイル転送においてのループ処理 

一般的なデータ転送ではデフォルトでループ処理を行いますが、XML ファイル転送の場合はループの基準を

マッパー上で選択して行います。 

手順は、XML ファイルの中でループの基準にしたい要素を[制御フィルタ]タブ内の[シンプルループフィル

タ]で下図のように結線します。 

下図の場合単価フィールドがループの基準要素となります。 

 

      

       XML ファイル転送においてのループ処理 

 

 

2.6.15 前後処理 

前後処理では、マッパー定義を実行する前と、実行した後の処理を指定することができます。処理はコマ

ンドで指定します。 

 

前後処理 
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＜前処理＞ 

 

前処理 

前処理では、データ転送を実行する前に“実行したい処理”を指定します。 

・有効にする 

 チェックをすることで前処理が実行されます 

・Qanat 2.0 サーバー上で行う 

 指定したコマンドを Qanat 2.0 サーバーを導入した OS 上で実行します。（Windows/Linux） 

・入力元 OS/400 上で行う 

 入力元リソースに本製品がサポートする OS/400 を指定している場合に選択できます。 

データベース名が表示されますので、必要なユーザーID/パスワードを入力します。 

（入力リソースに OS/400 以外の OS や File を選択した場合は利用できません） 

・コマンド 

 実行させる OS がサポートするコマンドラインを入力します 

・コマンド戻り値 

 ・障害発生時：コマンド実行の結果、入力した値が返された場合、前処理は障害発生と判断

されます。それ以外の値が返された場合、前処理は成功と判断されます。 

 ・成功時 ：コマンド実行の結果、入力した値が返された場合前処理は成功と判断されます。 

     それ以外の値が返された場合、前処理は障害発生と判断されます。 

  

 コマンドの入力形式は、対象の OS によって異なります。 
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コマンド戻り値は、実行するコマンドによって異なります。事前に、どのような場

合にどういった値が返されるのか把握しておく必要があります。 

 

・障害発生時 

 前処理で障害が発生した場合の対処について指定します。 

    ・停止 ：障害が発生した時点で処理を停止し、次の処理（データ転送）は実行されません。 

    ・スキップ：障害を無視し、次の処理（データ転送）を実行します。 

 

＜後処理＞ 

 

後処理 

 

後処理では、データ転送を実行した後に“実行したい処理”を指定します。 

・有効にする 

 チェックをすることで後処理が実行されます 

・マッパー定義の実行に失敗した場合は、後処理を行わない（停止） 

 チェックをするとデータ転送でエラーになった場合後処理は実行されません。 

・Qanat 2.0 サーバー上で行う 

 指定したコマンドを、Qanat 2.0 サーバーを導入した OS 上で実行します。（Windows/Linux） 

・入力元 OS/400 上で行う 

 入力元リソースに本製品がサポートする OS/400 を指定している場合に選択できます。 

データベース名が表示されますので、必要なユーザーID/パスワードを入力します。 

 （リソースに OS/400 以外の OS や File を選択した場合は利用できません） 

・コマンド 
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 実行させる OS がサポートするコマンドラインを入力します 

・コマンド戻り値 

 ・障害発生時：コマンド実行の結果、入力した値が返された場合、後処理で障害発生と判断

されます。それ以外の値が返された場合、後処理は成功と判断されます。 

 ・成功時：コマンド実行の結果、入力した値が返された場合後処理は成功と判断されます。 

     それ以外の値が返された場合、後処理は障害発生と判断されます。 

  

コマンドの入力形式は、対象の OS によって異なります。戻り値が複数ある場合カンマで区切る

ことで複数指定できます。 

 

 

 

 

2.6.16 フィルタのプロパティ 

プロパティ画面は、フィルタの設定項目により異なります。 

一番単純なフィルタのプロパティ画面は、表示名のみの指定です。 

 

 
単純なフィルタプロパティ画面 

 

 

設定が必要なフィルタでは、キャンバスへフィルタをドラッグ＆ドロップした瞬間

に設定を入力するプロパティ画面が自動で表示されます。 

 

 

コマンド戻り値は、実行するコマンドによって異なります。事前に、どのような場

合にどういった値が返されるのか把握しておく必要があります。 
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2.6.17 定義保存 

メニュー［ファイル］－［名前を付けて保存］より定義の保存ができます。 

 

名前を付けて保存 メニュー 

 

 
マッパー定義保存ダイアログ 

名前   保存する定義の名前を入力します。 

保存   クリックで定義を保存します。 

コメント  コメントは 128 文字までです。 

 

 
定義保管権限のないフォルダには保存できません。 
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2.6.18 テストログダイアログ －テスト実行 

テストログダイアログとは、データ転送定義をテストする機能です。データ転送定義の作成ミスによる

エラーなどを防ぐことができるため、運用開始前の実施が効果的です。 

 

メニュー［表示］－［テストログダイアログ］より定義のテスト実行ができます。 

 

テスト実行 

 

テストログダイアログ 

画面上部のテキストボックスにはテスト実行に使用するデータレコードを指定します。例えば１レコー

ド目のデータでテストするにはテキストボックスに“１”と入力し[テスト実行]ボタンをクリックします。 

 

テストに使用するデータは入力元に設定したリソースから取得していますが、テスト実行の結果は出力

先のリソースには影響を与えません。テスト実行結果は画面下部の［転送先］欄にのみ表示されます。 

 

＜エラーが発生した場合＞ 

テスト実行結果がエラーの場合、［エラー］欄にエラー情報が赤色で出力されます。画面下部の［転送

元］［転送先］の各フィールドにはそのとき扱われた値が出力されます。データ転送定義やテストに利

用したデータによっては値が出力されない場合があります。
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2.6.19 即時実行 

メニュー［ファイル］－［即時実行］より定義の実行ができます。 

 

即時実行 メニュー 

 

 
マッパー定義を保管してからでないと実行できません。 

定義を変更した状態でも、保管するまで変更は実行に反映されません。 

 

 
実行確認 

 
実行中 

実行 ID：実行時に振られる一意な ID です。 

 
実行完了 
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7  スクリプト定義 

2.7.1 スクリプト定義とは 

本製品で扱うことができるスクリプト定義とは、Verocity の規則に従い VTL（Velocity Template Language）で処

理内容をかくことによって、マッパー定義ではできないようなファイル出力を可能にするものです。 

マッパー定義との大きな違いは、１レコードずつではなく、全レコードに対して処理を行う点です。 

Velocity とは Java ベースの「汎用テンプレートエンジン」です。 

 

2.7.2 使い方 

[ファイル]メニューの新規作成からスクリプト定義を選択します。 

 

     

     スクリプト定義新規作成画面 
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 デザイナー画面の黒太枠内に転送処理内容を VTL（Velocity Template Language）で書き込みます。 

 また、入力リソースを選択すると下図のように自動でデフォルト記述が書き込まれます。 

 デフォルトで書き込まれる記述の内容は、入力リソースをそのままファイル転送するというものです。 

        

        スクリプト定義のデフォルト記述 

RDB、CSV ファイルを入力リソースに選択した場合は、$in が入力リソースの全レコードにあたります。

XML ファイルの場合は$root になります。 

 

出力ファイルを選択したら[ファイル]メニューで[名前を付けて保存]を押し、実行します。 

 今回は定義名を「スクリプト定義例」にします。 
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      保存名入力 

 

 [データ転送定義]タブでスクリプト定義一覧表示をすると「スクリプト定義例」が追加されているこ

とが分かります。 

  

        スクリプト定義一覧 

  

      スクリプト定義の実行 
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VTL でよく使われる構文と機能 

構文 機     能 

##コメント 1行分のコメントです。出力結果には含まれません。 

#* 

   コメント 

*# 

複数行のコメントです。出力結果には含まれません。 

$変数名 変数の参照するオブジェクトの文字列表現を返します。 

変数が nullの場合、「$変数名」という文字列が出力されます。 

#foreach($変数 1 in $変数 2) 

・・・・・・・・・・ 

#end 

繰り返し処理を行います。 

参照 2の保持する各値を順番に取り出し、参照１がそれを参照しま

す。 

この構文内では、$velocityCount と記述することにより、現在の繰り

返し処理の回数を表示します。(デフォルトでは、1からカウントしま

す。) 

#if(条件式) 

・・・・・・・・・・ 

[#elseif(式)] 

・・・・・・・・・・ 

[#else] 

・・・・・・・・・・ 

#end 

条件文 

条件式には、以下の論理式が使用出来ます。 

#if($hoge == $foo)       等号演算子 

#if($hoge > 28)          

#if($hoge >= 28) 

#if($hoge <= 28) 

#if($hoge = 28)         数値の等号 

#if($hoge = "hoge")      文字列等号 

#include(引数 1,引数 2, ・・・) vmファイル内から他のテキストファイルをインクルードします。複数

指定の際は、カンマで区切ります。 

#parse(引数) #includeと基本的には同じですが、引数に指定できるテキストファイ

ルは 1つです。しかし、そのファイル内で記述されたVTLもVelocity

により解析されます。 

#set($変数 = 値) #set 指示子は、リファレンスの値をセットするために使われます。値

はリファレンス変数かプロパティ・リファレンスに割り当てられること

ができます。左辺の変数に右辺の値がセットされます。 

$変数.get(文字列) 変数名（文字列）の値を取得します。 
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8  定義変数 

2.8.1 定義変数とは 

定義変数とは 1 つのマッパー定義・タスク定義内でもつ変数です。定義に対してユーザーが自由に設定する

ことができ、 

・外部から渡される値を格納する。 

・値を変換する。 

・その変数を内部で使う。 

ことができます。 

また、定義変数にはマッパー、スクリプトで定義されるマッパー変数と、タスクで定義されるタスク変数が

あります。 

【タスク定義】 ― 【マッパー定義、スクリプト定義】間では定義実行の前後で値を受け渡すことができま

す。 

マッパー変数を転送定義内で変換してタスク変数に渡し、そのタスク変数を次に実行されるマッパーのマッ

パー変数に渡すなど動的な利用が可能になります。 

 

2.8.2 使い方 

 ・定義変数の設定[マッパー定義] 

デザイナー画面で入出力リソースの定義変数を右クリックし、定義変数を追加するを選択します。 

※入出力リソースどちらかに定義変数を追加するともう 1 つにも自動で追加されます。 

 

   

     定義変数の追加 

 

  

定義変数の名前とそのデフォルト値を入力し、[OK]を押します。 

今回は変数名 cnt、デフォルト値 1 と設定します。 
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                定義変数設定 

 

  追加された定義変数フィールドを右クリックすると以下の画面が表示されます。 

 

  

       定義変数を右クリック時のメニュー 

 

[定義変数を編集する] 

定義変数の名前、デフォルト値を変更することができます。 

 

[定義変数を削除する] 

定義変数を削除します。 

 

・定義内で定義変数を使用する場合 

ユーザーが入力できるフィールドに対して、${変数名} と入力することで変数の値を使用することが

できます。 

定義変数は以下の項目で使用できます。 

・フィルターの固定出力値 

・出力リソースのファイル名 

・検索条件の値 

・スクリプトのテンプレート内 
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フィルターの固定出力値 

 

マッパー定義に設定した定義変数を固定文字フィルタを使って出力します。 

      

   固定文字フィルタのプロパティ 

 

  

定義変数使用例 

 

 

  固定文字フィルタをマッピングし、その値を${cnt}と設定します。 

 

  この固定文字フィルタの固定出力値は定義変数 cnt の値である 1 という文字になります。 
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出力リソースのファイル名 

 

出力ファイル名  

検索条件の値 

      

検索条件 

スクリプトのテンプレート内 

  

         スクリプト 

   スクリプトでは定義変数に英字の小文字で指定してください。 
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・変数を使えない場面 

  入出力 RDB テーブル名、フィルタのコメント、フィルタの表示名など 

 

 

・定義変数の設定[タスク定義] 

 タスク変数とマッパー変数の受け渡しで動的な転送定義作成例をみていきます。 

 以下 2 つのマッパー定義をタスク定義に追加します。 

       

       

         定義変数 

 入力 CSV ファイルデータ： 

num⇒1~10 

str⇒one~ten 

定義変数 

test⇒1 
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          定義変数２ 

   

タスク定義を作成します。 

        

           タスク設定 

   

タスク定義作成の手順は「2.2.6  タスク定義設計画面」を参照してください。 

タスク設定画面の[タスク変数編集]をクリックします。 

 

               

          タスク変数編集 
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  [追加] タスク変数を追加します。変数名と値を入力し[OK]をクリックします。 

     今回は以下のように設定します。 

変数名：tasuku 値：設定せず 

  

     タスク変数追加 

 

  [削除] タスク変数を削除します。 

・タスク定義―マッパー定義間での定義変数の受け渡し 

タスク設定画面で追加したマッパー定義の変数欄の[編集]をクリックします。 

         

プルダウンから 

1. 定義実行前に定義変数に渡したいタスク変数を指定します。 

2. 定義実行後にタスク変数に戻したいマッパー変数を指定します。 

    

        変数受け渡し画面[定義変数] 
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           変数受け渡し画面[定義変数２] 

 

今回は上図のように設定します。 

⇒マッパー定義「定義変数」の test の値を実行後に tasuku にセット。 

⇒マッパー定義「定義変数２」で実行前に tasuku から test2 にセット。 

 

3. [OK]をクリックします。 

 

変数受け渡し設定は以上です。 

タスク定義を保存して実行すると実行前後に指定した変数の受け渡しが行われます。 

 

今回の場合、タスク定義を実行するとまずマッパー定義「定義変数」が実行され、その定義変数である

test の値が実行後にタスク変数に渡されます。 

test の初期値は 1 で、num の値が全て足しこまれる定義になっているので実行後タスク変数に渡される

test の値は 1＋1＋2＋・・・・＋10=56 になります。 

このタスク変数 56 という値が次に実行されるマッパー定義[定義変数２]に実行前に渡されるので、[定

義変数２]のフィールドへの出力値は 56 となります。 
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9 QanatExecute 

2.9.1 QanatExecute とは 

QanatExecute とは外部から本製品の定義実行命令を送るためのツールです。 

本製品以外のマシンに QanatExecute をインストールすることで、そのマシンから本製品の転送定義を実行

させることができます。これにより、外部の別アプリケーションから本製品の転送定義を実行させることが

可能になります。 

インストールしたQanatExecuteフォルダ内には転送定義を実行するためのQanatExecute.batファイルが存

在します。このバッチファイルを編集することで簡単に QanatExecute の機能を利用することが可能です。 

 

2.9.2 使い方 

QanatExecute をインストールし、そのフォルダ内のバッチファイルをテキストで編集します。 

 

 

          QanatExecute.bat 

  

 実行する転送定義の情報を編集します。 

SET HOST ：  ホスト名 or IP 

SET PORT ：  ポート番号 

SET USER ：  ユーザーID 

SET PASSWORD： パスワード 

SET MENU：  メニュー名 
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SET FOLDER：  フォルダ名 

SET DEF_NAME： 定義名 

SET DEF_TYPE： qanmapper:マッパー定義 qantask:タスク定義 qanscript:スクリプト定義 

SET VARIABLE： 定義変数 

  

実際の代入例 

  

 ※定義変数のセットは SET VARIABLE=変数名 1=値 1   変数名 2=値 2・・といった形式で入力します。 

 

 編集したバッチファイルを実行すると、編集した情報で転送定義が実行されます。 
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付録 A 付録 A フィルタリファレンス 
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 A フィルタリファレンス 

ここでは、データ転送定義の作成時に使用できるフィルタを記載します。 

 

 

DBMS、データ型により制限値は異なりますが、フィルタを利用した処理を行う

場合は、有効桁数は 15 桁になりますのでご注意ください。 

 

 

転送元のデータが Null 値の場合、多くのフィルタの出力結果は、Null

値になります。Null 値を含む可能性があるデータの処理にご注意くだ

さい。また、フィルタの処理にてエラーが発生した場合、後続のフィ

ルタには、Error 値という特別な値が渡ります。この Error 値は Null と

同様、多くのフィルタの出力値は Error 値となります。 

どちらの場合も、IF フィルタを利用して、Null 値か Error 値かの判断

が可能です。判断が必要な場合には、IF フィルタをお使いください。 

 

A-1 型変換フィルタ 

データ型の変換処理を行うフィルタ群です。 

 

 

  整数値へ変換（大幅に変更以下同文）） 

入力：文字値 または 数値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 入力値(文字/数値)を整数型に変換します。出力は数値型です。 

例： 文字の社員コードが整数転送されます 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 19876 19876 

ﾚｺｰﾄﾞ2 19877 19877 
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  数値型へ変換 

入力：文字値 または 数値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 入力値(数値/文字)を数値(小数有り)に変換します。 

例： 文字の社員コードが数値転送されます 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 19876 19876 

ﾚｺｰﾄﾞ2 19877 19877 

 

 

  文字型へ変換 

入力：数値 または 文字値 または日付、時刻、日付時刻値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値を(数値/文字/日付)を文字列へ変換します。 

例： 時刻の値が文字に変換されます。 

 入力データ型 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 数値型(整数) 50150 50150 

ﾚｺｰﾄﾞ2 数値型(尐数桁有) 50150.152 50150.152 

ﾚｺｰﾄﾞ3 日付型 2009/03/24 2009-03-24 

ﾚｺｰﾄﾞ4 時刻型 09:37:45 09:37:45 

ﾚｺｰﾄﾞ5 日付時刻型 2009/03/24 13:15:27.123 2009-03-24 13:15:27.123 

 

 

出力の形式を指定して文字型に変換したい場合は、数値フォーマット、日付

フォーマットを利用してください。 
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  日付型へ変換 

入力：数値 または 文字値 または日付値 または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 日付型 

説明： 入力値(文字/数値/日付/日付時刻)を日付型へ変換します。 

例： 日付時刻文字の値が日付に変換されます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 20010807  2001/08/07 

ﾚｺｰﾄﾞ2 20010721102530  2001/07/21 

 

 

入力が数値、文字値の場合は最左桁から、YYYYMMDD(4 桁の年 2 桁の月 2 桁の

日)として処理します。9 桁目以降は無視されます。 

桁数が 8 桁に満たない場合は、エラーになります。 

 

 

日付の存在チェックは行いません。極力日付型への変換を試みます。 

例）20090229(数値 または 文字) ⇒ 20090301 として出力 

 

 

Oracle の旧 Date 型(時刻情報を含むデータ型)への出力は、日付時刻型へ変換を

利用してください。 

 

 

  時刻型へ変換 

入力：数値 または 文字値 または日付値 または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 時刻型 

説明： 入力値(文字/数値/時刻/日付時刻)を時刻型へ変換します。 

例： 日付時刻文字の値が時刻に変換されます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 134521  13:45:21 

ﾚｺｰﾄﾞ2 102530  10:25:30 

 

 

入力が数値、文字値の場合は最左桁から、HHMMSS 

(時刻 2 桁の分 2 桁の秒)として処理します。7 桁目以降は無視されます。 

桁数が 6 桁に満たない場合は、エラーになります。 
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時刻の存在チェックは行いません。極力時刻型への変換を試みます。 

例）251080(数値 または 文字) ⇒ 011120 として出力 

 

  日付時刻型へ変換 

入力： 数値 または 文字値 または日付値、時刻値、日付時刻値 

プロパティ： 

表示名： 

出力： 日付時刻型 

説明： 入力値(文字/数値/日付時刻)を日付時刻型へ変換します。 

例： 日付時刻文字の値が日付時刻に変換されます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 20010807134521 2001/08/07 13:45:21 

ﾚｺｰﾄﾞ2 20010721102530 2001/07/21 10:25:30 

 

 

入力が数値、文字値の場合は最左桁から、YYYYMMDDHHMMSS 

(4 桁の年 2 桁の月 2 桁の日 2 桁の時刻 2 桁の分 2 桁の秒)として処理します。 

15 桁目以降は無視されます。桁数が 14 桁に満たない場合は、エラーになります。 

 

 

入力が時刻型の場合、日付は 1970/01/01 になります。 

入力が日付値の場合、時刻は 00:00:00 になります。 

任意の日付/時刻を指定したい場合は、文字列連結で文字列を作成して入力値とし

てください。 

 
 
 

  年 

入力： 日付値、または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名： 

出力： 数値型 

説明： 入力値(日付/日付時刻)がら年を抜き出し整数値に変換します。 

例： 日付データから年を取り出して数値型データに変換します 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  2001/07/23 2001 

ﾚｺｰﾄﾞ2  2001/07/11 2001 
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  月 

入力： 日付値、または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名： 

出力： 数値型 

説明： 入力値(日付/日付時刻)がら月を抜き出し整数値に変換します。 

例： 日付データから月を取り出して数値型データに変換します 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  2001/07/23 7 

ﾚｺｰﾄﾞ2  2001/07/11 7 

 

 

  日 

入力：日付値、または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 入力値(日付/日付時刻)がら日を抜き出し整数値に変換します。 

例： 日付データから日を取り出して数値型データに変換します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  2001/07/23 23 

ﾚｺｰﾄﾞ2  2001/07/11 11 

 

 

  時刻の時 

入力：時刻項目、または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 入力値(時刻/日付時刻)がら時を抜き出し整数値に変換します。 

例： 時刻データから時を取り出して数値型データに変換します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  13:15:27 13 

ﾚｺｰﾄﾞ2  09:37:45  9 
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  時刻の分 

入力：時刻項目、または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 入力値(時刻/日付時刻)がら分を抜き出し整数値に変換します。 

例： 時刻データから分を取り出して数値型データに変換します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  13:15:27 15 

ﾚｺｰﾄﾞ2  09:37:45 37 

 
 

  時刻の秒 

入力：時刻項目、または日付時刻値 

プロパティ： 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 引数 1 の時刻の秒の部分を数値で返します。 

例： 時刻データから秒を取り出して数値型データに変換します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  13:15:27 27 

ﾚｺｰﾄﾞ2  09:37:45 45 

 
 

  数値フォーマット 

入力：数値 

プロパティ: 

表示名 

フォーマット文字列  リストよりフォーマット選択 

フォーマット文字列  入力フィールド 

出力： 文字型 

説明： 入力値(数値)をフォーマットに従い文字値に変換します。 

例： 数値の売上金額を「„#,###‟」というフォーマットで文字列の売上金額データに変換しま

す。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  10500500 10,500,500 

ﾚｺｰﾄﾞ2  5980 5,980 
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フォーマット文字列入力フィールドについて 

フォーマットに指定可能な文字は、Java の DecimalFormat 入力規則に従います。

DecimalFormat の詳細情報は以下を参照ください。 

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/text/DecimalFormat.html  

 

 

  日付フォーマット 

入力：日付値、時刻項目、または日付時刻値 

プロパティ: 

表示名 

フォーマット文字列  リストよりフォーマット選択 

フォーマット文字列  入力フィールド 

出力： 文字型 

説明： 入力値(日付/日付時刻)をフォーマットに従い文字値に変換します。 

例： 数値の売上日から「„yyyy/MM/dd‟」というフォーマットで文字列の売上日データに変換

します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  20090130 2009/01/30 

ﾚｺｰﾄﾞ2  20090201 2009/01/30 

 

 

フォーマット文字列入力フィールドについて 

フォーマットに指定可能な文字は、Java の SimpleDateFormat 入力規則に従いま

す。SimpleDateFormat の詳細情報は以下を参照ください。 

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/text/SimpleDateFormat.html 

 

 
変換後に出力可能な最小単位はミリ秒です 
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A-2 文字変換フィルタ 

データの加工処理を行うフィルタ群です。 

 

 

 

  文字列連結 

入力：任意の個数の文字値（最大 20 個） 

プロパティ: 

表示名 

フローの数 連結する値の数（最大 20 個） 

区切り文字 選択リストより選択 

出力： 文字型 

説明： 2 つ以上の入力値(文字)の文字列をつないで 1 つの文字列にします。 

例： 商品ｺｰﾄﾞと商品名を連結し、商品ｺｰﾄﾞ名ﾌｨｰﾙﾄﾞに変換します。その区切り文字は’/’です。 

 入力１ 入力２ 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 S10010 スムース  コンパス S10010/スムース  コンパス 

ﾚｺｰﾄﾞ2 S10011 三角定規 S10011/三角定規 

 

 
入力値が null 値の場合、長さ 0 の文字列（空白値）として処理します。 

 

  文字列置換 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

置換前  置換したい文字列 

置換後  置換後の文字列 

正規表現を使用する 

出力： 文字型 
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説明： 入力値(文字)の文字列の中で、2 番目に指定した文字列を 3 番目に指定した文字列で置

き換えます。正規表現を使用するにチェックを入れると 2 番目の文字列を正規表現で指定できま

す。 

 

例： ［顧客名］に登録されている文字のうち‘㈱’を検索し、’株式会社’に変換します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 (有)仏法僧 (有)仏法僧 

ﾚｺｰﾄﾞ2 シノリ㈱ シノリ株式会社 

 

  部分文字列 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

開始位置  開始する文字位置(1～) 

文字数  抽出する文字数 

値を指定しない場合、指定した文字位置から後ろ全てを取り出します。 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の文字列から指定した位置から指定した文字数を抜き出します。 

例： ［組織名］に登録されている文字のうち 1 文字目から 6 文字分を抜き出します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 営業部営業一課 営業部営業一 

ﾚｺｰﾄﾞ2 営業部営業三課 営業部営業三 

 

 
開始に指定した位置より入力文字値が短い場合は長さ 0 の文字列を出力します。 

 

 

  文字列分割 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

区切り文字 区切り文字 

指定位置  位置指定（分割された何番目を取得するか？1～） 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の文字列を区切り文字で分割し、指定位置の文字列にします。 

例： 電話番号の局番(2 番目)を取り出します。その区切りは’-’です。 
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 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 03-5714-5136 5714 

ﾚｺｰﾄﾞ2 0584-83-7567 83 

 

 

 

  全角変換 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の半角データを全角へ変換します。 

例： 半角の社員ｶﾅデータが全角に変換されます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  ﾔﾏﾀﾞ ﾀﾛｳ ヤマダ  タロウ 

ﾚｺｰﾄﾞ2  ﾀｶﾅｼ ﾊﾅｺ タカナシ  ハナコ 

 

 

  半角変換 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の全角データが半角変換可能ならば、半角文字へ変換します。 

例： 全角の商品名カナが半角に変換されます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 スムース  コンパス ｽﾑｰｽ ｺﾝﾊﾟｽ 

ﾚｺｰﾄﾞ2 サンカクジョウギ ｻﾝｶｸｼﾞｮｳｷﾞ 

 
 

  大文字変換 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の文字列中の英小文字を英大文字に変換します。英小文字以外の文字はそ

のまま転送されます。全角/半角共に変換されます。 

 
指定した位置の文字列が存在しない場合は長さ 0 の文字列を出力します。 
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例： 商品名の英小文字を英大文字に変換します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 New Work Friend NEW WORK FRIEND 

ﾚｺｰﾄﾞ2 ポット Type-S ポット TYPE-S 

 

 

  小文字変換 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の文字列中の英大文字を英小文字に変換します。英大文字以外の文字はその

まま転送されます。全角/半角共に変換されます。 

例： 商品名の英小文字を英大文字に変換します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 New Work Friend new work frined 

ﾚｺｰﾄﾞ2 ポット Type-S ポット type-s 

 
 

  数字以外の文字除去 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の文字列の内、半角および全角の数字(0～9)以外の文字を取り除きます。 

例： 顧客ｺｰﾄﾞ内の数字以外の文字が除去されます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 C100000001 100000001 

ﾚｺｰﾄﾞ2 C100000002 100000003 

 
 

  空白文字の除去 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の文字列の内、空白(半角および全角)の文字を取り除きます。 

例： 商品名フィールドから 空白文字を取り除きます。 
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 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 スムース コンパス スムースコンパス 

ﾚｺｰﾄﾞ2 三角定規 三角定規 

 

 
 

  非文字コード除去 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 入力値(文字)の文字列中の文字以外のコード(TAB、復帰、改行など)を取り除きます。 

例： コメントから制御コードを取り除きます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 New Work Friendの 

新バージョンです。 

New Work Friendの新バージョンです。 

ﾚｺｰﾄﾞ2 ポット Type-S ポット Type-S 

 

 

除去可能な非文字コードは以下の制御コードです。 

コード値 00～1F の C0 集合の制御コード と呼ばれるコードです。 

（ヌル、テキスト終了、改行、改ページ、復帰、シフトアウト、シフトインなど） 

 

 

  文字列長 

入力：文字値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 文字列フィールドに入っているデータの文字数を返します。 

例： 住所フィールドに登録されているデータを文字数で返します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 神奈川県横浜市守屋町3-9 13 

ﾚｺｰﾄﾞ2 東京都大田区蒲田5-37-1 14 
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A-3 数値処理フィルタ 

数値の演算処理を行うフィルタ群です。 

 

 

  足し算 

入力 1：数値 

入力 2：数値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 2 つの入力値（数値）を足し算します。 

例： 商品合計金額と送料を足し算した金額を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  8500 735 9235 

ﾚｺｰﾄﾞ2  3000  1050 4050 

 

 
出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 

 

   引き算 

入力 1：数値 

入力 2：数値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 2 つの入力値（数値）を引き算します。 

例： 税込み合計金額から税相当分を引き算した金額を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  1050 50 1000 

ﾚｺｰﾄﾞ2  50250  250 50000 

 

 
出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 



付録 A 付録 A フィルタリファレンス 

 

117 

 

 

  掛け算 

入力 1：数値 

入力 2：数値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 2 つの入力値（数値）を掛け算します。 

例： 単価フィールドと数量フィールドを掛けて金額を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  100 10 1000 

ﾚｺｰﾄﾞ2  500  50 25000 

 

 
出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 

 

 

  割り算 

入力 1：数値 

入力 2：数値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 数値型 

説明： 2 つの入力値（数値）を割り算します。 

例： 合計フィールドを数量フィールドで割って単価を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  10000 10 1000 

ﾚｺｰﾄﾞ2  50000  25 2000 

 

 
出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 

 

 

  商余 

入力 1：数値 

入力 2：数値 割る値 

プロパティ: 
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表示名 

出力： 数値型 

説明： 入力値(数字型)の値を指定した値で割った時の余りを求めます。 

例： 売上金額を 10000 で割った売上金額剰余を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 36,012 6012 

ﾚｺｰﾄﾞ2 40,000 0 

 

 

  四捨五入 

入力：数値 

プロパティ: 

表示名 

桁指定  四捨五入する桁（数値） 

小数点以下はプラスの数値で、整数桁はマイナスの数値で指定できます。 

出力： 数値型 

説明： 入力値(数字型)の値を指定した桁で四捨五入します。 

例： 粗利率を四捨五入して 2 桁目までの結果を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 41.457 41.46 

ﾚｺｰﾄﾞ2 178.812 178.81 

 

 
出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 

 

 

  切り上げ 

入力： 数値 

プロパティ: 

表示名 

桁指定  切り上げ指定桁（数値） 

出力： 数値型 

説明： 入力値(数字型)の値を指定した桁で切り上げます。 

例： 粗利率を整数の最終桁を切り上げた結果を出力します。パラメータは-1 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 41.457 50 

ﾚｺｰﾄﾞ2 178.812 180 
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出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 

 

  切り捨て 

入力： 数値 

プロパティ: 

表示名 

桁指定  切り捨て指定桁（数値） 

出力： 数値型 

説明： 入力値(数字型)の値を指定した桁で切り捨てます。指定桁は省略できますが、0 桁で切

り捨てられます。 

例： 粗利率を切り捨てた結果を出力します。パラメータは省略 または 0 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 41.457 41 

ﾚｺｰﾄﾞ2 178.812 178 

 

 
出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 

 

 

 

 

A-4 日付時刻処理フィルタ 

日付/時刻/日付時刻の作成・演算・曜日取得などを行うフィルタ群です。 

 

 

 

  日付作成 

入力：数値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 日付型 
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説明： 数値型で入力された年・月・日を文字連結して日付型に変換します。 

例： 1984,10,25 という年月日 3 つの入力値を結合して日付型で出力します。 

 入力1 入力2 入力3 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 1984 10 25 1984-10-25 

 

 

 

  時刻作成 

入力：数値 

プロパティ: 

表示名 

出力： 時刻型 

説明： 数値型で入力された時・分・秒を文字連結して時刻型に変換します。 

例： 12,10,30 という時分秒 3 つの入力値を結合して時刻型で出力します。 

 入力1 入力2 入力3 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 12 10 30 12:10:30 

 

 

  日付時刻作成 

入力 1：日付 

入力 2：時刻 

プロパティ: 

表示名 

出力：日付時刻型 

説明： 日付と時刻を文字連結して日付時刻型に変換します。 

例： 日付 1984-10-25 と時刻 12:10:30 を結合して日付時刻型で出力します。 

 入力1 入力2 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 1984-10-25 12:10:30 1984-10-25 12:10:30 

 

 

  曜日取得 

入力：日付、日付時刻 

プロパティ: 

表示名 
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出力タイプ：数字 or 日本語 or 英語 

出力： 文字型 

説明： 入力された日付・日付時刻からその曜日を取得し、選択された出力タイプで出力します。 

例： ある日付・日付時刻の曜日を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 2009-11-24 火曜日 

ﾚｺｰﾄﾞ2 2009-12-25 7:30:25 Fri 

 

  日付差分 

入力 1：日付 

入力 2：日付、日付時刻 

プロパティ: 

表示名 

出力タイプ：年 or 月 or 日 

出力： 数値型 

説明： 入力 1（日付）と入力 2（日付 or 日付時刻）の差分を選択された出力タイプで出力しま

す。 

例： 2 つの日付の差分を出力します。 

出力タイプ-レコード 1:日 レコード 2：月 

 入力  出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 2009-11-20 2009-11-24 4 

ﾚｺｰﾄﾞ2 2009-10-25 2009-12-25 7:30:25 2 

 

 

  時刻差分 

入力 1：時刻 

入力 2：時刻、日付時刻 

プロパティ: 

表示名 

出力タイプ：時 or 分 or 秒 

出力： 数値型 

説明： 入力 1（時刻）と入力 2（時刻 or 日付時刻）の差分を選択された出力タイプで出力しま

す。 

例： 2 つの時刻の差分を出力します。 

出力タイプ-レコード 1:秒 レコード 2：分 
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 入力  出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 11:22:33 11:24:41 128 

ﾚｺｰﾄﾞ2 6:34:14 2009-12-25 7:30:25 56 

 

  日付時刻差分 

入力 1：日付時刻 

入力 2：日付、時刻、日付時刻 

プロパティ: 

表示名 

出力タイプ：年 or 月 or 日 or 時 or 分 or 秒 

出力： 数値型 

説明： 入力 1（日付時刻）と入力 2（日付 or 時刻 or 日付時刻）の差分を選択された出力タイプ

で出力します。 

例： 2 つの日付時刻の差分を出力します。 

出力タイプ-レコード 1:月 レコード 2：年 

 入力  出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 2009-12-25 7:30:25 2008-11-14 13 

ﾚｺｰﾄﾞ2 1984-10-25 6:34:14 2009-12-25 7:30:25 25 

 

  日付演算 

入力 1：日付 

入力 2：数値 

プロパティ: 

表示名 

演算項目：年 or 月 or 日 

出力： 日付型 

説明： 入力 1（日付）に入力 2（数値）を加算した日付を出力します。 

例： 日付の演算結果を出力します。 

演算項目-レコード 1:日 レコード 2：年 

 入力  出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 2009-12-25  2 2009-12-27 

ﾚｺｰﾄﾞ2 1984-10-25 -3 1981-10-25 
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  時刻演算 

入力 1：時刻 

入力 2：数値 

プロパティ: 

表示名 

演算項目：時 or 分 or 秒 

出力： 時刻型 

説明： 入力 1（時刻）に入力 2（数値）を加算した時刻を出力します。 

例： 時刻の演算結果を出力します。 

演算項目-レコード 1:分 レコード 2：時 

 入力  出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 12:11:30  2 12:13:30 

ﾚｺｰﾄﾞ2 3:10:40 10 13:10:40 

 

  日付時刻演算 

入力 1：日付時刻 

入力 2：数値 

プロパティ: 

表示名 

演算項目：年 or 月 or 日 or 時 or 分 or 秒 

出力： 日付時刻型 

説明： 入力 1（日付時刻）に入力 2（数値）を加算した日付時刻を出力します。 

例： 日付時刻の演算結果を出力します。 

演算項目-レコード 1:分 レコード 2：月 

 入力  出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1      1984-10-25 12:11:30  2 1984-10-25 12:13:30 

ﾚｺｰﾄﾞ2 2005-1-28 3:10:40 10 2005-11-28 3:10:40 

 

 

 

 

A-5 定数出力フィルタ 

出力項目やフィルタにセットしたい固定値を出力するフィルタ群です。 
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主に、転送先に固定の値を格納したいときや、他のフィルタに引数として値を与えたいときに使います。 

 

固定日付時刻フィルタプロパティ画面 

 

  固定数値 

入力：引数なし 

プロパティ: 

表示名 

固定出力値  出力する数値（数値） 

null 値出力  null 値を出力したい場合にチェックします。 

出力： 数値型 

説明： プロパティに指定された、数値データを出力します。数値フィールドに null 値をセット

したい場合は、null 値出力にチェックします。 

 

 

null 値出力のチェックがされていても、固定出力値に設定があった場合は固定出

力値の値が出力されます。 

 

 
出力可能な数値の有効桁数は 15 桁です。 

 

 

  固定文字 

入力：引数なし 
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プロパティ: 

表示名 

固定出力値  出力したい文字列（文字） 

null 値出力  null 値を出力したい場合にチェックします。 

出力： 文字型 

説明： プロパティに指定された、文字データを出力します。文字フィールドに null 値をセット

したい場合は、null 値出力にチェックします。 

 

 

null 値出力のチェックがされていても、固定出力値に設定があった場合は固定出

力値の値が出力されます。 

 

 

 

  固定日付 

入力：引数なし 

プロパティ: 

表示名 

固定出力値  出力したい日付データ（yyyyMMdd 形式） 

現在日付出力  実行時の現在日付をセットしたい場合にチェックします。 

null 値出力  null 値を出力したい場合にチェックします。 

出力： 日付型 

説明： プロパティに指定された、日付データを出力します。日付フィールドに null 値をセット

したい場合は、null 値出力にチェックします。また、実行時の現在日付をセットしたい場合は、

現在日付時刻出力にチェックします。 

 

  固定時刻 

入力：引数なし 

プロパティ: 

表示名 

固定出力値  出力したい時刻データ（HHmmss 形式） 

現在時刻出力  実行時の時刻をセットしたい場合にチェックします。 

null 値出力  null 値を出力したい場合にチェックします。 

出力： 時刻型説明： プロパティに指定された、時刻データを出力します。時刻フィールドに

null 値をセットしたい場合は、null 値出力にチェックします。また、実行時の現在時刻をセット

したい場合は、現在日付時刻出力にチェックします。 
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  固定日付時刻 

入力：引数なし 

プロパティ: 

表示名 

固定出力値  出力したい日付時刻データ（yyyyMMddHHmmss 形式） 

現在日付時刻出力 実行時の日付時刻をセットしたい場合にチェックします。 

null 値出力  null 値を出力したい場合にチェックします。 

出力： 日付時刻型 

説明： プロパティに指定された、日付時刻データを出力します。日付時刻フィールドに null 値

をセットしたい場合は、null 値出力にチェックします。また、実行時の現在日付時刻をセットし

たい場合は、現在日付時刻出力にチェックします。 

 

  ループカウント 

入力：引数なし  

プロパティ: 

表示名 

出力： 数値型 

説明：転送処理中の現時点での処理件数番号を出力します。0～件数までの数字が出力されます。 

 

 

転送先のデータを表示時に転送順に並べたい場合、転送先テーブルのフィールド

に格納しておくと便利です。 

 

 

  実行 ID 

入力：引数なし  

プロパティ: 

表示名 

出力： 文字型 

説明： 実行時の識別コードを出力します。 

基本的には実行順に連続して発番される数字です。 

 

 

転送先テーブル内で一意のキーが必要な場合、ループカウントの出力値と実行 ID

の両方を転送し、この二つをキーとしておくことで、一意性を保つことができます。 
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A-6 その他処理フィルタ 

条件による出力制御、マスター参照などの処理フィルタ群です。 

 

 

   最大値 

入力：任意の同じデータ型の 数値 または日付値 または 時刻項目 または日付時刻（20 個まで） 

プロパティ: 

表示名 

フローの数  最大値を求める対象の入力値の数をセットします。 

出力： 引数に指定された型 

説明： 2 つ以上の入力値(数字/日付/時刻/日付時刻)のデータ群の最大値を求めます。数字/日

付/時刻/日付時刻の混用は不可能です。出力は入力値属性です 

例： 売上金額 5 月、売上金額 6 月、売上金額 7 月の各フィールドを引数として、一番売上金

額が大きかった月の金額を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  5000000  200000 4500000 5000000 

ﾚｺｰﾄﾞ2  8000000  10000000 5000000 10000000 

 

例： 売上日付が一番新しい日を出力します。 

 入力1 入力2 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 1999/10/21 1999/10/23 1999/10/23 

ﾚｺｰﾄﾞ2 2001/10/21 null値 2001/10/21 

 

 
入力値が null 値の場合、判断対象からはずして判断します。 

 

 

   最小値 

入力：任意の同じデータ型の 数値 または日付値 または 時刻項目 または日付時刻（20 個まで） 

プロパティ: 

表示名 

フローの数  最小値を求める対象の入力値の数をセットします。 

出力： 引数に指定された型 
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説明： 2 つ以上の入力値(数字/日付/時刻/日付時刻)のデータ群の最小値を求めます。数字/日

付/時刻/日付時刻の混用は不可能です。 

例： 売上金額 5 月、売上金額 6 月、売上金額 7 月の各フィールドを引数として、一番売上金

額が小さかった月の金額を出力します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1  5000000  200000 4500000 200000 

ﾚｺｰﾄﾞ2  null値  10000000 5000000 5000000 

 

 
入力値が null 値の場合、判断対象からはずして判断します。 

 

  マスター参照 

 

マスター参照フィルタプロパティ画面 

入力：複数個の文字 または 数値 または日付 または 時刻 または日付時刻 （参照キー項目） 

プロパティ: 

表示名 

参照マスター情報  参照するマスターテーブルの情報を表示します。 

No.     参照キー項目の番号。入力の個数と同一である必要があります。 

キー項目    参照マスターのフィールド一覧より選択する参照キー 

比較     参照キーと参照値の比較演算子（等しい または 等しくない） 

出力フィールド名  出力する参照マスターのフィールドを選択 

出力： 出力フィールド名プロパティに指定されたフィールドのデータ型 

説明： 参照テーブルにキー項目を指定してデータを参照し、指定フィールドの値を返します。 

キー項目とキー値は複数組指定できますが、取得できるフィールド情報は 1 つのみです。 
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例： 顧客コードフィールドと企業コードフィールドを条件として、顧客マスターより 

顧客名を取得します。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 U000010 C1010112 吉田 太郎 

ﾚｺｰﾄﾞ2 U050105 C0111022 山川 春菜 

 

■出力値について 

キーと出力値の状況 出力 

設定されたキーに合致するレコードが 1 件のみの場合 正常出力 

設定されたキーに合致するレコードが 0 件の場合 null 値出力 

設定されたキーに合致するレコードが 2 件以上の場合 エラー 

設定されたキーのデータが null 値の時 エラー 

 

正しくマスター参照ができなかった時の挙動を設定したい場合は IF フィルタを 

利用することで以下のようなことが可能です。 

 

例）商品マスター参照 

マスターにキーが登録されていなかったレコードの商品名フィールドには"該当無し"を出力 

 

IF フィルタ入力前(=マスター参照出力後)の状態 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ 1 U000010 花火 5 号 

ﾚｺｰﾄﾞ 2 U050105 null 

 

IF フィルターで  

１番目 マスター参照フィルタの出力値 

２番目 結線無し 

３番目 固定文字列フィルタに"該当無し"をセットしたものの出力値 

４番目 再度、マスター参照フィルタの出力値 

プロパティの条件 isNull 

に設定します。 

 

IF フィルタ出力後の状態 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ 1 花火 5 号 花火 5 号 

ﾚｺｰﾄﾞ 2 null 該当無し 

 

この値を出力側のフィールドに結線すれば、 

マスターにキーが登録されていなかったレコードの商品名フィールドには"該当無し"を出力 

することができます。 
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同様に、IF フィルタには、is Error というプロパティの条件もありますので、 

Error の挙動も設定することができます。 

 

さらに、Error の場合は、マッパー定義のオプションの転送モードを“エラーをスキップ”とい

う設定にしておけば、エラーが起きたレコードは、転送せず、正しく値が取得できたレコードの

みを転送することもできます。 

 

 

このフィルタは、転送処理ごとに毎回処理されます。よって、パフォー

マンスに影響が出ることも想定されます。 

ご利用になられる際は、テスト等にてパフォーマンスを考慮した上で

お使いください。 

一般的に、データと参照マスターを JOIN する WebReport の定義を作

成し、実行していいただくことでパフォーマンスが向上する可能性が

高いです。 

 

 

  IF 

 

IF フィルタのプロパティ画面 

入力 1：文字 または 数値 または日付 または 時刻 または日付時刻 比較項目 

入力 2：文字 または 数値 または日付 または 時刻 または日付時刻 比較項目 

入力 3：文字 または 数値 または日付 または 時刻 または日付時刻 真結果値 

入力 4：文字 または 数値 または日付 または 時刻 または日付時刻 偽結果値 
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パラメータ： 

表示名 

フィールド１ 入力 1 に結線されているフィールド（値）情報（表示項目） 

条件   入力 1 と入力 2 の比較条件 

選択可能な比較条件は以下のものがあります。 

"==" 引数 1 と 引数 2 が同じ場合真 

"!="  引数 1 と 引数 2 が違う場合真 

"<"  引数 1 が 引数 2 より小さい場合真 

">"  引数 1 が 引数 2 より大きい場合真 

"<="  引数 1 が 引数 2 と同じか小さい場合真 

">="  引数 1 が 引数 2 と同じか大きい場合真 

"is Null"  引数 1 が Null 値 の場合真 

"is Error"  引数 1 が Error 値 の場合真 

"固定値"    引数 1 がテキストフィールド 2 の値の場合真 

"正規表現"   引数 1 がテキストフィールド 2 の正規表現の場合真 

 

フィールド 2 入力 2 に結線されているフィールド（値）情報（表示項目） 

       "固定値"、"正規表現"の場合テキストフィールド（結線不可）  

真の値  入力 3 に結線されているフィールド（値）情報（表示項目） 

偽の値  入力 4 に結線されているフィールド（値）情報（表示項目） 

出力： 入力 3、入力 4 に指定された型 

説明： 入力 1 と入力 2 をパラメータの比較条件で比較し、真であれば入力 3 の値を、偽であれ

ば入力 4 の値を返します。 

入力 1 と入力 2 のデータ型、入力 3 と入力 4 のデータ型は同一である必要があります。 

例： 性別フラグが 1 ならば男性、１ではないなら女性を出力。固定値フィルタを併用して変換

が可能です。 

 

 

IF における ErrorValue と null 値の扱いについて 

入力 1 の入力値が優先的に処理されます。 

例）引数 1 の入力値が Null 値で入力 2 の入力値が ErrorValue の場合出力値は真偽どちらの

値でもなく Null です。また、入力 1 の入力値が ErrorValue 値で入力 2 の値が Null の場合出

力値は真偽どちらの値でもなく ErrorValue です。 

例）入力 1 の入力値が Null 値で比較条件パラメータが isError の場合、出力値は真偽どちら

の値でもなく Null です。また、入力 1 の入力値が ErrorValue で比較条件パラメータが isNull

の場合は、出力値は真偽どちらの値でもなく ErrorValue です。 
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  CASE 

 

CASE フィルタのプロパティ 

入力 1：文字 または 数値 または日付 または 時刻 または日付時刻 判断に使用する値 

入力 2～：N 個目の比較値(プロパティ)と等しかったときの結果値 

   デフォルト値を使用するプロパティが設定されている場合、最終はデフォルト値 

プロパティ 

表示名 

条件フィールド  入力 1 に結線したフィールド（値）情報 

No.     比較値の番号（引数 N-1 の値） 

Case 値    入力 2～の比較値（入力 2～比較値のデータ型と同じ型） 

正規表現                Case 値を正規表現で扱う。 

追加     比較する対象の値を追加します。（その分の結線が必要） 

削除     比較する対象の値を削除します。（結線情報も削除されます。） 

デフォルト値を使用する どの Case 値にも合致しなかったときの出力値を利用する場合に 

チェックします。このチェックがありの場合、最後の入力値が 

デフォルト値として出力されます。 

出力：入力 2～N に指定された型 

説明： 入力 1 の項目の値により、出力項目を切り替えます。 

入力 1 の値が、1 つめのプロパティ Case 値と等しいとき、入力 2 を結果値として返しま

す。同様に、入力 1 の項目が 2 つめのプロパティ Case 値と等しいとき入力 3 の結果値を

返します。正規表現使用の場合は入力 1 がプロパティ Case 値の正規表現になっている場

合結果値を返します。”デフォルト値を使用する”チェックを設定することにより、どの

Case 値にも当てはまらない場合の出力値を最終入力で設定することができます。 
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例： 店舗コードの値により、出力する文字を切り替えます。 

 入力 出力 

ﾚｺｰﾄﾞ1 TOKYO 東京 

ﾚｺｰﾄﾞ2 OSAKA 大阪 

ﾚｺｰﾄﾞ3 New York その他 

 

 

■出力値について 

入力値と比較値の状況 出力 

入力値が Case の比較値に合致せず、 

default が設定されていない場合 

エラー 

入力値が NULL で比較値が任意の値の場合 null 値出力 
 

 

 

 

 

A-7 制御フィルタ 

 

 

 

   シンプルループ 

入力 1：入力リソースの“レコード”項目 

プロパティ: 

表示名 画面上に表示する名称です。 

出力： True（出力リソースのレコード項目以外には結線できません） 

説明： 入出力リソースに XML データを指定した場合に使用するループフィルタです。 

    要素を基準にループ処理を行います。 

 

 

   ループ 

入力 1：入力リソースの“レコード”項目 

入力 2：文字/数値/日付時刻/日付/時刻のうちのいずれか 

プロパティ: 

表示名 画面上に表示する名称です。 
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型  入力 2 に引かれた処理の型を指定します。 

条件  ［出力値］と入力２の値との比較条件。“入力 2[条件]出力値”で評価します。 

比較値 入力 2 との比較値を指定します。 

出力： True または False（出力リソースのレコード項目以外には結線できません） 

説明： 現在のレコードを実行するか判定するフィルタです。入力 2 と比較値を［条件］で評価

した結果、真となるレコードが実行されます。型には入力 2 の値の型を指定します。条件には次

のような比較式があります。 

 ==： 入力 2 と[比較値]が同値の場合実行されます。 

 !=： 入力 2 と[比較値]が異なる場合実行されます。 

>： 入力 2 が[比較値]よりも大きい場合実行されます。 

 <： 入力 2 が[比較値]よりも小さい場合実行されます。 

>=： 入力 2 が[比較値]以上の場合実行されます。 

<=： 入力 2 が[比較値]以下の場合実行されます。 

Is Null： 入力 2 が NULL の場合実行されます。この場合型や比較値は無視されます。 

Is Error：入力 2 が Is Error（フィルタ処理エラー）の場合実行されます。この場合型や比較値

は無視されます。 

 

 

リソースに RDB を選択している場合、データの絞込みとして検索条件を指定でき

ます。これはループフィルタと機能が似ています。両方を指定した場合には、検索

条件によって絞り込まれたデータに対してループフィルタが適用されます 

 

 

 

 

例： 売上金額が 2000 以上のレコードについてのみデータ処理したい場合。入力 2 に売上金額

フィールドを結線し、プロパティに以下のように指定します。 

型：売上金額のデータ型を指定 

条件： >= を指定（売上金額(入力 2)>=2000） 

比較値：2000 を指定 

   結果、売上金額が 2000 以上のレコード 2 とレコード 4 のみデータ転送処理が実行されま

す。 

 売上日 売上金額 地域 

ﾚｺｰﾄﾞ1 2009/7/14 1000 埼玉県三郷 

ﾚｺｰﾄﾞ2 2009/7/14 2000 東京都大田区 

ﾚｺｰﾄﾞ3 2009/7/15 900 神奈川県横浜市 

ﾚｺｰﾄﾞ4 2009/7/15 2500 東京都大田区 
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(使用例） 

 

 

 

 
入力値が null 値の場合、判断対象からはずして判断します。 
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 B 対応データ型 

ここでは、本製品で転送可能なデータ型とその注意点を記載します。 

以降の説明で×が付いているまたは、表記の無いデータ型(IMAGE/BLOB など)はサポートされません。 

△がついているものは、データの転送は可能ですが、テーブル作成機能にてサポートされないデータ型です。 

 

 

データベース固有のデータ型をそのままフィールド名として使用する

と正常に動作しない場合がありますので利用しないようにしてください。 

また、フィールド名に「.」などの記号を含めた場合、DBMS 種類によっ

ては正常に動作しない場合がありますので、利用しないようにしてくださ

い。 

 

B-1 文字型 

画面上で、 のアイコンで表示されるフィールドのデータ型です。 

 
DB2/UDB ORACLE MS SQL-Server AS/400 RDB AS/400 ACCESS 2003 データ型の説明 

      (DDS/IDDU) SQL Table     

○(CHAR) ○(CHAR) ○(CHAR) － ○(CHAR) － 短い固定長の文字列 

－ － － △(A)(*4) －   英数カナ半角 

－ － － △(O)(*4) －   オープン 

－ － － △(J)(*4) －   専用 

－ － － △(E)(*4) －   択一 

－ ○(NCHAR)(*2) ○(NCHAR)(*2) － － － ユニコード固定文字列 

○(VARCHAR) ○(VARCHAR2) ○(VARCHAR) － ○(VARCHAR) △テキスト型 可変長の文字列(*1) 

  ○(VARCHAR)          

○(LONG VARCHAR) ○(LONG) ○(TEXT) － ○(LONG VARCHAR) △メモ型 長い可変長の文字列(*1) 

    △(VARCHAR(MAX))         

－ ○(NVARCHAR2)(*2) ○(NVARCHAR)(*2) － － － ユニコード可変長文字列 

    △(NVARCHAR(MAX))         

    ○(NTEXT)(*2)         

－ － － － － △データリンク型(*3)   

○(GRAPHIC) － － △(G) ○(GRAPHIC)(*2)   グラフィック 

○(VARGRAPHIC) － － － ○(VARGRAPHIC)   グラフィック 

注 

(*1)文字型は、可変長文字列です。転送サイズは最大 32766 バイトです。 

(*2)テーブル作成機能にて、NCHAR、NVARCAHR、NTEXT、GRAPHIC 型にて文字列長とし

て設定可能なのは文字数です。作成されたフィールドの文字列長は指定した数値の２また

は３倍の文字列長として表示され、これらのフィールドの文字列長は変更できません。 

(*3)Access のデータリンク型は、通常の文字型としてデータ転送は可能ですが、文字列の前後

に#が追加されて転送されます。 
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B-2 数値型 

画面上で、 のアイコンで表示されるフィールドのデータ型です。 

 

DB2/UDB ORACLE MS SQL-Server 

AS/400 

RDB 

(DDS/IDDU) 

AS/400 

SQL Table 
ACCESS 2003 データ型の説明 

○(INTEGER) ○(NUMBER) ○(INT) － ○(INTEGER) △長整数型 
-2147483648 から 2147483647 までの 

 32 ビットの符号付き整数値 

－ － － － － 
△オートナン

バー型(*5) 
  

○(BIGINT)(*2) ○(NUMBER)(*2) ○(BIGINT)(*2) － ○(BIGINT)(*2) － 

-9223372036854775808 から 

 9223372036854775807 までの 

 64 ビットの符号付き整数値 

○(SMALLINT) ○(NUMBER) ○(SMALLINT) － ○(SMALLINT)   
-32768 から 32767 までの  

16 ビットの符号付き整数値 

－ ○(NUMBER) ○(TYNYINT)       
0 から 255 までの符号付き 

または符号なしの 8 ビットの整数値 

    ×(BIT)     ×(YES/NO型)   

○(DECIMAL) ○(NUMBER) ○(DECIMAL) － － － 10 進数 

    ○(MONEY)         

    ○(SMALLMONEY)         

－ ○(NUMBER) ○(NUMERIC) － － △(通貨型)   

－ － － △(P) ○(DECIMAL)   パック 10 進(*1) 

－ － － △(S) ○(NUMERIC)   ゾーン 10 進(*1) 

○(REAL) ○(NUMBER) ○(REAL) △(F) ○(REAL)   
7 桁の仮数部をサポートする 

「単精度」の浮動小数点数 

○(FLOAT)(*3)(*4) ○(FLOAT) ○(FLOAT)(*3)   ○(FLOAT)(*3)     

○(DOUBLE) ○(NUMBER) ○(FLOAT)(*3) － ○(DOUBLE)   
15 桁の仮数部をサポートする 

「倍精度」の浮動小数点数 

○(FLOAT)(*3)(*4)       ○(FLOAT)(*3)   基本的には JDBC 型の DOUBLE と等価 

 

注 

(*1)ゾーン１０進／パック１０進は内部での表記方法であり、データベースに対してはどちらも

同じ１０進数です。 

(*2)データベースの精度は 19 桁(64 ビット)ですが、フィルタ等で処理する場合の有効桁数は

15 桁になります。 

(*3)FLOAT は n の指定により扱いが変わります。1～24 単精度、25～53 倍精度 

(*4)DB2 では、FLOAT で作成されたフィールドはその n の指定値により、テーブル作成時に

REAL または DOUBLE に変換されてしまいますので FLOAT 型は存在しません。 

(*5)オートナンバー型は転送元にのみ指定可能です。このフィールドデータを書き込めません。 

 

 

テーブル作成時の Oracle の NUMBER 型の制約について 

NUMBER 型は、有効桁数 38 桁、位取り-84～127 の指定が可能ですが、テー^

ブル作成で使用できる有効桁数と位取りの値は、以下の制約があります。ご注意く

ださい。 

有効桁数： 1～38 

位取り：  0～38（さらに、有効桁数以下であること） 
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DBMS、データ型により制限値は異なりますが、フィルタを利用した処理を行う

場合は、有効桁数は 15 桁になりますのでご注意ください。 

 

B-3 日付型 

画面上で、 のアイコンで表示されるフィールドのデータ型です。 

 

DB2/UDB ORACLE MS SQL-Server 

AS/400 

RDB 

(DDS/IDDU) 

AS/400 

SQL Table 
ACCESS 2003 データ型の説明 

○(DATE) ○(DATE)(*1) － △(L) ○(DATE) － 日付、月、および年 

 

注 

(*1) Oracle のバージョンにより時刻を含む場合があります。 

 

B-4 時刻型 

画面上で、 のアイコンで表示されるフィールドのデータ型です。 

 

DB2/UDB ORACLE MS SQL-Server 

AS/400 

RDB 

(DDS/IDDU) 

AS/400 

SQL Table 
ACCESS 2003 データ型の説明 

○(TIME) － － △(T) ○(TIME) － 時刻、分、秒 

 

B-5 日付時刻型 

画面上で、 のアイコンで表示されるフィールドのデータ型です。 

 

DB2/UDB ORACLE MS SQL-Server 

AS/400 

RDB 

(DDS/IDDU) 

AS/400 

SQL Table 
ACCESS 2003 データ型の説明 

○(TIMESTAMP) ○(DATE)(*6) ○(DATETIME) △(Z) ○(TIMESTAMP) △日付/時刻型 DATE と TIME とナノ秒 

  ○(TIMESTAMP)           

  ×(TIMESTAMP with …)           
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C 発生しやすいエラー 

ここでは、本製品で転送時に発生しやすいエラーの例を記載します。 

詳細情報は、お使いのデータベースのマニュアル または Ｗｅｂサイトでご確認ください。 

 

C-1 エラー情報調査サイト 

 

2009/03/20 時点の情報です。 

予告なく変更されることがあります。その際には、移転先を参照ください。 

■Oracle エラーコード 

Oracle エラーメッセージ検索（要無料登録） 

http://www.oracle.com/technology/global/jp/reference/msg/index.html  

■DB2 エラーコード 

IBM DB2 Database for Linux, UNIX, and Windows インフォメーション・センター (Version 9) 

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9/index.jsp 

IBM DB2 Database for Linux, UNIX, and Windows インフォメーション・センター (Version 9.5) 

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r5/index.jsp 

■DB2 400 エラーコード 

SQL メッセージ・ファインダー 

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/systems/scope/i5os/topic/rzas2/rzas2finder.htm?tocNode=toc:rzahg/i5os

/4/7/6/7/ 

SQL メッセージのリスト 

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/systems/scope/i5os/topic/rzala/rzalaml.htm?tocNode=toc:rzahg/i5os/4/7/

6/6/ 

IBM System i and i5/OS Information Center 

http://publib.boulder.ibm.com/iseries/ 

■SQL Server エラーコード 

イベントとエラー メッセージ センター 

http://www.microsoft.com/technet/support/ee/ee_advanced.aspx 

 

http://www.oracle.com/technology/global/jp/reference/msg/index.html
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9/index.jsp
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r5/index.jsp
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/systems/scope/i5os/topic/rzas2/rzas2finder.htm?tocNode=toc:rzahg/i5os/4/7/6/7/
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/systems/scope/i5os/topic/rzas2/rzas2finder.htm?tocNode=toc:rzahg/i5os/4/7/6/7/
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/systems/scope/i5os/topic/rzala/rzalaml.htm?tocNode=toc:rzahg/i5os/4/7/6/6/
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/systems/scope/i5os/topic/rzala/rzalaml.htm?tocNode=toc:rzahg/i5os/4/7/6/6/
http://publib.boulder.ibm.com/iseries/
http://www.microsoft.com/technet/support/ee/ee_advanced.aspx
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C-2 エラー情報出力先 

■操作画面 

テーブル作成＆変更機能にて、テーブルの作成に失敗するとその理由が画面に表示されます。 

例）DB2 へテーブル作成時に、テーブルの列のサイズの合計が表領域の上限のサイズを超えたとき 

 

 

■err ファイル 

場所：導入ドライブ:¥Program Files¥Customer Vision¥QanatSvr¥error (デフォルト) 

個別の実行 ID ごとのエラーが格納されます。 

実行時のエラーコードが出力されますので、前述のサイトでエラー内容の詳細＆対応方法をご確認ください。 

例）ユニーク制約違反の例 

データ出力でエラーが発生しました：java.sql.SQLException: [SQL0803] 重複するキーの値が指定さ

れた。 

OUTPUT_DATA:1 件目のデータ 

 1 java.lang.String:101 

 2 java.lang.String:ブレンドコーヒー 

 3 java.math.BigDecimal:450 

INPUT DATA:1 件目のデータ 

 1 java.lang.String:101 

 2 java.lang.String:ブレンドコーヒー 

 3 java.math.BigDecimal:450 

 

また、データベースへ格納する前に、フィルタ処理中にエラーが発生している場合もあります。 

この場合は、マッパー定義を正しく修正する必要があります。 

例）フィルタ処理でエラー発生の例 

変換処理エラー：データ出力先 3 フィールド目に結合したフィルタでエラーが発生しました 

OUTPUT_DATA:1 件目のデータ 

 1 java.lang.String:101 

 2 java.lang.String:御茶ノ水店 

 3 cv.qanat.filter.ErrorValue:文字列連結 

INPUT DATA:1 件目のデータ 

 1 java.lang.String:101 

 2 java.lang.String:御茶ノ水店 

 3 java.lang.String:東京都千代田区神田駿河台 2-9-8 
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■log ファイル 

データ転送サーバの全ログが出力されます。 

Err ファイルよりも詳細な情報が記録されていることがあります。 

 

C-3 エラー例 

＜＜データ転送編＞＞ 

■Null 不許可なのに、Null 値がセットされた 

【Oracle】 

output error:java.sql.SQLException: ORA-01400: cannot insert NULL into ("SYSTEM"."STR_OUT2"."KEY1") 

【DB2】 

データ出力でエラーが発生しました： com.ibm.db2.jcc.c.SqlException: DB2 SQL error: SQLCODE: -407, 

SQLSTATE: 23502, SQLERRMC: TBSPACEID=2, TABLEID=10, COLNO=4 

【SQL Server】 

デ ー タ 出 力 で エ ラ ー が 発 生 し ま し た ： java.sql.SQLException: [Microsoft][SQLServer 2000 Driver for 

JDBC][SQLServer]テーブル 'APPLTEST.dbo.文字混合' の列 'ふぃーるど 1' に値 NULL を挿入できません。この列で

は NULL 値が許可されていません。INSERT は失敗します。 

 

■ユニーク制約違反 

【Oracle】 

output error:java.sql.SQLException: ORA-00001: unique constraint (SYSTEM.SYS_C001572) violated 

output error:java.sql.SQLException: ORA-00001: 一意制約(SYSTEM.SYS_C005765)に反しています 

【DB2】 

データ出力でエラーが発生しました： com.ibm.db2.jcc.c.SqlException: DB2 SQL error: SQLCODE: -803, 

SQLSTATE: 23505, SQLERRMC: 1;DBADMIN.DATATYPE 

【SQL Server】 

デ ー タ 出 力 で エ ラ ー が 発 生 し ま し た ： java.sql.SQLException: [Microsoft][SQLServer 2000 Driver for 

JDBC][SQLServer]制約 'PK_売上実績更新用' の PRIMARY KEY 違反。オブジェクト 'dbo.売上実績更新用' には重複

したキーを挿入できません。 

 

■自動採番フィールドに値をセット 

【DB2】 

output error:com.ibm.db2.jcc.c.SqlException: DB2 SQL error: SQLCODE: -798, SQLSTATE: 428C9, SQLERRMC: 

FIELD1 

 

■出力桁あふれ 

【DB2】 

データ出力でエラーが発生しました：com.ibm.db2.jcc.b.jm: DB2 SQL Error: SQLCODE=-302, SQLSTATE=22001, 

SQLERRMC=null, DRIVER=3.50.152 

【Oracle】 

output error:java.sql.SQLException: ORA-12899: 列"SYSTEM"."OUTPUTST_ORDER_ITEM_C1"."DATA2"の値が

大きすぎます(実際: 23、最大: 20) 

【Microsoft SQL Server】 

デ ー タ 出 力 で エ ラ ー が 発 生 し ま し た ： java.sql.SQLException: [Microsoft][SQLServer 2000 Driver for 

JDBC][SQLServer]float から型 numeric への変換で、算術オーバーフロー エラー。 

デ ー タ 出 力 で エ ラ ー が 発 生 し ま し た ： java.sql.SQLException: [Microsoft][SQLServer 2000 Dr iver for 

JDBC][SQLServer]文字列データまたはバイナリ データが切り捨てられます。 

 

■精度あふれ 

【Oracle】 

データ出力でエラーが発生しました：java.sql.SQLException: ORA-01438: この列に許容される指定精度より大きな

値です 

【DB2】 

com.ibm.db2.jcc.c.SqlException: BigDecimal conversion exception  

[ibm][db2][jcc][converters] Overflow occurred during numeric data type conversion of "9999999.9".. See attached 

Throwable. 
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データ出力でエラーが発生しました：com.ibm.db2.jcc.c.xg: Invalid data conversion:Requested conversion would 

result in a loss of precision of 9999999999 

↑INTEGER 型に NUMBER の最大値をセットした時 

データ出力でエラーが発生しました：java.sql.SQLException: ORA-01438: この列に許容される指定精度より大きな

値です 

↑SMALLINT に INTEGER の最大値をセット 

データ出力でエラーが発生しました：com.ibm.db2.jcc.b.nm: [jcc][10177][11594][3.50.152] データ変換が無効です: 

要求された変換を行うと 1.23456789E9 の精度を失う結果となります。 ERRORCODE=-4461, SQLSTATE=42815 

 

■サーバ接続が強制的にきられていて、プールにはコネクションが残されていたとき 

【DB2】 

output error:com.ibm.db2.jcc.c.DisconnectException:  

Execution failed due to a distribution protocol error that caused deallocation of the conversation.   

The command requested could not be completed because of a permanent error condition detected at the target 

system.   

DB2ConnectionCorrelator: NF000001.P606.090314060801 

 

■自動値生成フィールドに値を転送した時 

【DB2】 

データ出力でエラーが発生しました： com.ibm.db2.jcc.c.SqlException: DB2 SQL error: SQLCODE: -798, 

SQLSTATE: 428C9, SQLERRMC: FIELD1 

↑FIELD1 というフィールドは自動採番フィールドに値を転送しようとした 

【Microsoft SQL Server】 

デ ー タ 出 力 で エ ラ ー が 発 生 し ま し た ： java.sql.SQLException: [Microsoft][SQLServer 2000 Driver for 

JDBC][SQLServer]IDENTITY_INSERT が OFF に設定されているときは、テーブル '売上実績更新用' の ID 列に明示

的な値を挿入できません。 

 

■フィールド名によろしくない文字が含まれている時 

【Oracle】 

ORA-00917: カンマがありません。 

【DB2】 

データ出力でエラーが発生しました： com.ibm.db2.jcc.c.SqlException: DB2 SQL error: SQLCODE: -104, 

SQLSTATE: 42601, SQLERRMC: .1;METEST (BIGINT,FLOAT;<space> 

 

＜＜テーブル作成編＞＞ マッパー定義エラーメッセージが画面に表示されます。 

■表領域あふれ 

【DB2】表スペースに指定されたページサイズよりも、フィールドの合計のサイズが大きいとき 

 

 

 

テーブル変更時にあらかじめ作成された表領域のサイズまでしか拡張できませ

ん。フィールドの追加、フィールドサイズを変更する際に発生した場合には、テー

ブル定義の削除、DB2 コントロール・センター等でテーブルの削除をし、再度作成

しなおしていただく必要がある場合があります。 
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 D 便利な機能 

ここでは本製品を扱う中で便利な機能をご紹介します。 

 

範囲選択 

マッピングの画面上で複数のフィルターやフローを選択することができます。 

 1．画面上で右クリックを押し範囲の開始地点を指定します。 

 2．そのまま押下しながら選択する範囲を指定します。 

 3．指定した範囲内のフィルター及びフローが選択状態になります。 

 

     

        範囲選択状態のマッピング画面 

 

範囲移動 

範囲選択状態のフィルターを移動したい場所にドラッグ＆ドロップすることで範囲選択されたフィル

ター及びアローが全て同時に移動します。 

※データリソースに直接つながっているアローはコピーの対象外になります。
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範囲削除 

1. 範囲選択状態のフィルターもしくはフローの上で右クリックします。 

範囲選択状態で DELETE キーを押した場合⇒3 へ 

 

   

  

2. 削除を選択します。 

 

 

 

3. 「はい」を押します。⇒削除 
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範囲コピー・貼り付け 

1. 範囲選択状態のフィルターもしくはフローの上で右クリックします。 

又は範囲選択状態で CTRL＋C を押します。⇒3 へ 

2. コピーを選択します。 

 

     

 

3. 貼り付けたい場所で右クリックし、貼り付けを選択します。 

又は CTRL＋V を押します。 

 

  

 

※データリソースに直接つながっているアローはコピーの対象外になります。
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